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(昭和 34 年４月１日制定) 
第１章 総則

 (目 的) 

第１条 京都外国語大学(以下｢本学｣という。)は、教育基本法（平成 18年 12月 22日法律第 120

号）及び学校教育法（昭和 22年３月 31日法律第 26号）の規定するところに従い、学術の中心

として広く知識を授け、豊かな教養に基づく円満な人格と国際的視野とを養い、専門の外国語

とその文化について深く教授研究し、国際的活動を通して社会に貢献し得る人材の育成を目的

とする。 

(点検及び評価) 

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、前条に規定する目的使命を達成するため、教

育研究活動等の状況について点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 本学は、教育研究活動等の状況について、一定期間ごとに認証評価(文部科学大臣の認証を受

けた評価機関による評価）を受けるものとする。 

３ 第１項に規定する点検及び評価を行うための体制並びに前項に規定する認証評価を受けるた

めの体制、その他に関する必要な事項は、別に定める。 

第２章 教育研究上の組織 

(組 織) 

第３条 本学に、次の学部、学科を置く。 

  外国語学部  英米語学科・スペイン語学科・フランス語学科・ドイツ語学科・ 

  ブラジルポルトガル語学科・中国語学科・日本語学科・イタリア語学科・ 

ロシア語学科

  国際貢献学部 グローバルスタディーズ学科・グローバル観光学科 

２ 本学に、留学生別科を置く。 

 留学生別科に関する必要な事項は、別に定める。 

３ 本学に、大学院を置く。 

 大学院に関する必要な事項は、京都外国語大学大学院学則に定める。 

４ 本学に、共通教育機構を置く。 

共通教育機構に関する必要な事項は、別に定める。 

(学部及び各学科の目的) 

第３条の２ 本学の学部及び各学科の目的は、次のとおりとする。 

外国語学部 専攻する外国語の学修を通して、高度な語学力、地域や文化につ
いて専門的知識および国際社会で活躍するにふさわしい高い見識
並びに豊かな教養を身につけ、世界の平和に貢献する人材を育成
することを目的とする。 

英米語学科 専攻語として英語の確かな運用力を備え、英語話者によって育ま
れた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身につけながら、
問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行い、その結果
を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成することを目
的とする。 
ダイヤモンドコース 
実社会が求める、専攻語として英語の高度な運用力と社会科学の
素養を備えた「京都」の精神の継承者として日本と世界をつなぐ
存在となり、世界が直面する諸課題に対して、学問に裏付けられ
た解決策を自律的に立案し、他者と共同して社会実装を達成する
力を備えた人材を育成することを目的とする。 

スペイン語学科 専攻語としてスペイン語の確かな運用力を備え、スペイン語話者
によって育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身に
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つけながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行
い、その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成
することを目的とする。 

フランス語学科 専攻語としてフランス語の確かな運用力を備え、フランス語話者
によって育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身に
つけながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行
い、その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成
することを目的とする。 

ドイツ語学科 専攻語としてドイツ語の確かな運用力を備え、ドイツ語話者によ
って育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身につけ
ながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行い、
その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成する
ことを目的とする。 

ブラジル

ポルトガル語学科

専攻語としてポルトガル語の確かな運用力を備え、ポルトガル語
話者によって育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を
身につけながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析
を行い、その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を
育成することを目的とする。 

中国語学科 専攻語として中国語の確かな運用力を備え、中国語話者によって
育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身につけなが
ら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行い、その
結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成すること
を目的とする。 

日本語学科 専攻語として日本語の確かな運用力及び日本国内外で日本語を教
授する能力を備え、日本社会と文化の諸事象に関する専門的知識
を身につけながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分
析を行い、その結果を他者と共有すべく発信・伝達する力を備え
た国語教師、日本語教師、日本語の専門家など幅広い人材を育成
することを目的とする。

イタリア語学科 専攻語としてイタリア語の確かな運用力を備え、イタリア語話者
によって育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身に
つけながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行
い、その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成
することを目的とする。 

ロシア語学科 専攻語としてロシア語の確かな運用力を備え、ロシア語話者によ
って育まれた社会と文化の諸事象に関する専門的知識を身につけ
ながら、問題意識を持って課題に取り組み、的確な分析を行い、
その結果を他者と共有すべく発表する力を備えた人材を育成する
ことを目的とする。 

国際貢献学部 社会科学の理論と実践の学修を通して、多様な言語及びデジタル
技術の高度な運用能力を身につけ、グローバル社会で活躍するに
ふさわしい高い見識、幅広い視野並びに長期的な洞察に基づいて
意思決定と行動ができる能力を身につけ、世界の平和に貢献でき
る素地を備えた人材を育成することを目的とする。

グローバル

スタディーズ学科

地球規模・人類共通の課題解決に貢献し、世界の平和に貢献する
新たな価値を創造する人材を育成することを目的とする。

グローバル

観光学科

世界の平和に貢献する、多文化共生のための活動としての観光と
いう現象の光と影の側面を、社会科学の視点からとらえ、様々な
コミュニティが直面する課題解決に貢献する人材を育成すること
を目的とする。

第３章 入学定員、編入学定員及び収容定員 

 (入学定員、編入学定員及び収容定員) 

第４条 本学外国語学部及び国際貢献学部の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次表のとお

りとする。 
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学部名 学  科  名 入学定員 
編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

外 

国 

語 

学 

部 

英 米 語 学 科    ３５０人 ６０人 １,５２０人 

ス ペ イ ン 語 学 科 ６０人 ０人 ２４０人 

フ ラ ン ス 語 学 科 ４５人 ０人 １８０人 

ド イ ツ 語 学 科 ４５人 ０人 １８０人 

ブラジルポルトガル語学科 ４５人 ０人 １８０人 

中 国 語 学 科 ６０人 ５人 ２５０人 

日 本 語 学 科 ５０人 ５人 ２１０人 

イ タ リ ア 語 学 科 ４５人 ０人 １８０人 

ロ シ ア 語 学 科 ２０人 ０人 ８０人 

国際貢

献学部 

グローバルスタディーズ学科 １００人 １０人 ４２０人 

グローバル観光学科 １２０人 ２０人 ５２０人 

計 ９４０人 １００人 ３,９６０人 

第４章 修業年限及び在学年限 

 (修業年限) 

第５条 本学外国語学部及び国際貢献学部の修業年限は、４年とする。 

(在学年限) 

第６条 学生は、８年を超えて在学することができない。ただし、編入学・再入学を許可された

者は、次の年限を超えて在学することができない。 

（１）２年次編入学を許可された者は、６年

３年次編入学を許可された者は、４年

（２）再入学を許可された者は、過去の在学年数を通算して８年

２ 前項の在学年限には、休学期間を算入しない。 

第５章 学年、学期及び休業日 

(学 年) 

第７条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。 

 (学 期) 

第８条 学年を、春学期及び秋学期の２学期に分ける。 

  春学期 ４月１日から９月 19日まで 

  秋学期 ９月 20 日から翌年３月 31日まで 

 (休業日) 

第９条 休業日は、次のとおりとする。 

（１）日曜日

（２）国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日

（３）本学創立記念日 ５月 18 日

（４）春期休業

（５）夏期休業

（６）冬期休業

２ 前項に規定する第４号から第６号までの休業期間は、学年暦による。 

３ 特に必要があると認めたときは、臨時に休業日を変更することがある。 

４ 第１項の規定に拘わらず、教育上必要があると認めたときは、休業日に授業等を行うことが

できる。 
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第６章 教育課程 

 (教育課程の編成方針) 

第 10条 本学は、学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、体系

的に教育課程を編成するものとする。 

 (教育課程の編成方法) 

第 10条の２ 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを各年次

に配当して編成し、別表１のとおりとする。 

２ 前項別表１に掲げるもののほか、臨時に授業科目を開設することがある。 

 (単位の計算方法) 

第 11条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし、第 13条に定める授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時

間外に必要な学修等を考慮して、おおむね 15時間から 45時間までの範囲で本学が定める時間

の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成

果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮

して単位数を定めるものとする。 

(授業期間) 

第 12条 １年間の授業を行う期間は、35週にわたることを原則とする。 

(各授業科目の授業期間) 

第 12 条の２ 各授業科目の授業は、十分な教育効果を上げることができるよう、学期ごとに 15

週その他本学が定める適切な期間を単位として行うものとする。 

(授業の方法) 

第 13条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 前項の授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修

させることがある。

(履修登録) 

第 13条の２ 学生は、開講前に履修すべき授業科目を登録しなければならない。 

２ 学生は、前項の規定により登録した授業科目以外の授業科目を履修し、又は単位を修得する

ことはできない。 

３ 履修に関する必要な事項は、別に定める。 

(成績評価基準等の明示等) 

第 14条 本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明

示するものとする。 

２ 本学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保する

ため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従って適切に行うも

のとする。 

(単位の授与) 

第 15条 各授業科目を一定期間以上履修し、試験その他の本学が定める適切な方法により学修の

成果を評価して所定の単位を与えるものとする。 

２ 試験及び卒業論文の審査に関する必要な事項は、別に定める。 

(学修の評価) 
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第 16 条 学修の評価は、100 点満点で 60 点以上を合格とし、その評価の区分は、次のとおりと

する。 

 Ａ＋  90点～100 点    Ａ  80点～89点    Ｂ  70点～79点 

 Ｃ  60 点～69点     Ｄ  ０点～59点    Ｆ  失格 

 (他の大学又は短期大学における授業科目の履修等) 

第 17条 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他の大学又

は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、60単位を超えない範囲で、本

学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学又は外国の短期大学に留学する場合、外国の大学又は外

国の短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学

又は外国の短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目

を我が国において履修する場合について準用する。 

３ 前２項に関する必要な事項は、別に定める。 

 (大学以外の教育施設等における学修) 

第 18条  本学において教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修、その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみ

なし、本学の定めるところにより、単位を与えることができる。 

２  前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得し

たものとみなす単位数と合わせて、60単位を超えないものとする。 

３ 前２項に関する必要な事項は、別に定める。 

 (入学前の既修得単位の認定) 

第 19条 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生等として修得した単位を含

む｡）を、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 前項の規定は、第 17条第２項の場合に準用する。 

３ 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規

定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、本学の定めるところにより、単位を与

えることができる。 

４ 前３項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の

場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第 17条第１項及び第２項並び

に前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて、60単位を超えない

ものとする。 

５ 前４項に関する必要な事項は、別に定める。 

(編入学の既修得単位の認定) 
第 19条の２ 第 31条第１項の規定により編入学を許可された者の既修得単位(科目等履修生等と

して修得した単位を含む。)の認定については、別に定める。 
(再入学の既修得単位の認定) 

第 19条の３ 第 40条の規定により再入学を許可された者の既修得単位の認定については、別に

定める。 
(教育内容等の改善のための組織的な研修等) 

第 20条 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するもの

とする。 
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２ 前項の規定に基づき実施するために、ファカルティ・ディベロップメント(以下「ＦＤ」とい

う。)委員会を置く。 

３ ＦＤ委員会に関する必要な事項は、別に定める。 

 第７章 資格課程等 

 (教職課程) 

第 21条 教育職員免許状の所要資格を得ようとする者は、第 26条の規定によるほか、別表２の

教育職員免許法(昭和 24年法律第 147号)及び同法施行規則(昭和 29年文部省令第 26号)に定め

る科目を履修し、所定の単位を修得しなければならない。 

２ 当該所要資格を取得できる課程認定を受けた免許状の種類及び免許教科は、次のとおりとす

る。 

学 

部 
学   科 

認定を受けた免許状の種類・免許教科 

中学校教諭 

一種免許状 

高等学校教諭 

一種免許状 

外 

国 

語 

学 

部 

英 米 語 学 科 外国語(英    語) 外国語(英    語) 

ス ペ イ ン 語 学 科 ― 外国語(スペイン語) 

フ ラ ン ス 語 学 科 ― 外国語(フランス語) 

ド イ ツ 語 学 科 ― 外国語(ド イ ツ 語) 

ブラジルポルトガル語学科 ― 外国語(ポルトガル語) 

中 国 語 学 科 ― 外国語(中 国 語) 

日 本 語 学 科 国   語 国   語 

イ タ リ ア 語 学 科 ― 外国語(イタリア語) 
ロ シ ア 語 学 科 ― 外国語(ロ シ ア 語)

 (図書館司書課程) 

第 22条 図書館司書の所要資格を得ようとする者は、第 26条の規定によるほか、別表３の図書

館法(昭和 25年法律第 118号)及び同法施行規則(昭和 25年文部省令第 27号)に定める科目を履

修し、所定の単位を修得しなければならない。 

(学校図書館司書教諭課程) 

第 23条 学校図書館司書教諭の所要資格を得ようとする者は、第 26条の規定によるほか、第 21

条に規定する別表２の教育職員免許法(昭和 24年法律第 147号)及び同法施行規則(昭和 29年文

部省令第 26 号)並びに前条に規定する別表３の学校図書館司書教諭講習規程(昭和 29年文部省

令第 21号)に定める科目を履修し、所定の単位を修得しなければならない。 

 (博物館学芸員課程) 

第 24条 博物館学芸員の所要資格を得ようとする者は、第 26条の規定によるほか、博物館法(昭

和 26年法律 285号)及び同法施行規則(昭和 30年文部省令第 24号)に定める別表４の科目を履

修し、所定の単位を修得しなければならない。 

（日本語教員養成課程） 

第 25 条 登録日本語教員の資格取得に係る日本語教員試験の基礎試験の免除資格及び実践研修

の修了資格を得ようとする者は、第 26条の規定によるほか、別表５の京都外国語大学登録実践

研修機関・登録日本語教員養成機関研修事務規程・養成業務規程に定める科目を履修し、所定

の単位を修得しなければならない。 

第８章 卒業の要件、卒業の認定及び学位の授与 

 (卒業の要件) 

第 26条 本学を卒業するためには、第５条に規定する修業年限在学し、別表１に定められた授業
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科目の区分毎に所定の単位を修得し、合計 124単位以上を修得しなければならない。 

２ 前項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 13条第２項の授業の方法に

より修得する単位数は 60単位を超えないものとする。 

 (卒業の認定) 

第 27条 前条に規定する卒業の要件を満たした者に対して、教授会の議を経て、学長が卒業を認

定する。 

２ 卒業の時期については、３月又は９月とする。 

(学位の授与) 

第 28条 学長は、前条第１項の規定により卒業を認定した者には、学位記を授与する。 

２ 本学の授与する学位は、次のとおりとする。 

外国語学部  学士(文学) 

国際貢献学部 グローバルスタディーズ学科 学士(国際学) 

  グローバル観光学科 学士(グローバル観光学) 

３ 学位に関する必要な事項は、別に定める。 

 第９章 学籍の取得、喪失及び異動等 

 (入学の時期) 

第 29条 入学の時期は、学期始めとする。 

 (入学資格) 

第 30条 入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、所定の入学試験に合格した

者でなければならない。 

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

（２）通常の課程による 12年の学校教育を修了した者

(通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）

（３）外国において学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文  部

科学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育   施

設の当該課程を修了した者

（５）専修学校の高等課程(修業年限３年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が    定め

る日以後に修了した者

（６）文部科学大臣の指定した者

（７）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者(旧   規

程による大学入学資格検定に合格した者を含む。)

（８）本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、18歳に達したもの

２ 入学試験に関する必要な事項は、別に定める。 

(編入学資格) 

第 31条 ３年次又は２年次に編入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、所定

の入学試験に合格した者でなければならない。 

（１）短期大学又は大学を卒業した者

（２）高等専門学校を卒業した者

（３）専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者

（４）大学に１年以上在学し、別に定める単位を修得した者
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（５）外国の短期大学又は大学を卒業した者

（６）外国の大学に１年以上在学し、別に定める単位を修得した者

（７）学校教育法施行規則附則第７条に定める従前の規定による高等学校、専門学校又は

 教員養成諸学校等の課程を修了し、又は卒業した者 

（８）その他、本学において前各号に掲げる者と同等以上の資格があると認められた者

２ 編入学試験に関する必要な事項は、別に定める。 

 (入学志願の手続き) 

第 32条 入学志願者は、別に指定する期間内に、入学願書及び別に定める書類を提出するととも

に、所定の入学検定料を納入しなければならない。 

２ 既納の入学検定料は、返付しない。 

(入学検定料の特別措置) 

第 32条の２ 自然災害等被害を被った地域が災害救助法に適用されたときは、入学検定料を返付

することがある。 

２ 前項の規定に関する必要な事項は、別に定める。 

(入学手続き及び入学許可) 

第 33条 入学試験に合格した者は、別に指定する期間内に、誓約書、保証書及び別に定める書類

を提出するとともに、所定の学費を納入しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定により入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

(保証人) 

第 34条 保証人は、父又は母とする。ただし、父母なき者については、これに代わる親族、その

他で独立の生計を営み、その責務を果せる者とする。 

２ 保証人は、その学生の在学中に係る一切の事項につき、連帯の責任を負わなければならない。 

(保証人の異動等) 

第 35条 本人及び保証人に転居又は改姓名等異動があった場合は、その旨を直ちに届け出なけれ

ばならない。保証人が死亡したとき、又はその他の事由でその責を果たし得なくなったときは、

新たに保証人を定めて、誓約書・保証書を提出しなければならない。 

(休 学) 

第 36条 疾病、その他やむを得ない事由により長期にわたり授業に出席できない者は、医師の診

断書又は詳細に事由を具した保証人連署の休学願を提出し、学長の許可を得て休学することが

できる。 

２ 学長は、疾病のため修学することが適当でないと認められる者には、休学を命ずることがあ

る。 

３ 休学を許可された者は、その期間授業及び試験を受けることができない。 

 (休学期間) 

第 37条 休学期間は、学期を単位とし、通算して８学期を超えることができない。 

２ 休学願は、次表に定める期限までに提出しなければならない。 

休学願提出期限 

春 学 期 休 学 す る 場 合 ５月 20日 

秋 学 期 休 学 す る 場 合 11月 20日 

 (復 学) 

第 38条 休学者が復学を希望する場合は、保証人連署の復学願を提出し、学長の許可を受けなけ

ればならない。ただし、疾病回復による復学は、通学が可能という医師の診断書を添付しなけ

ればならない。 

２ 復学の時期は、学期始めとし、休学期間内の途中での復学は、原則として認められない。 
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３ 復学の手続きは、休学期間内の定められた期日までに願い出なければならない。 

 (退 学) 

第 39条 疾病、その他やむを得ない事由により退学しようとするときは、その理由を具した保証

人連署の退学願を提出し、学長の許可を受けなければならない。 

 (再入学) 

第 40条 前条の規定による退学者又は第 42条第３号及び第４号の規定による除籍者が保証人連

署の再入学願を提出するときは、相当年次に入学を許可することがある。ただし、第 70条第２

項の規定により退学した者が再入学を希望したときは、これを認めない。 

２ 学長が必要と認める場合には、試験を課すことがある。 

３ 再入学願は、退学後又は除籍後４年以内に提出しなければならない。 

(転 学) 

第 41条 在学中、他の大学又は短期大学に入学若しくは転学することができる。ただし、この場

合は本学に退学願を提出しなければならない。 

第 41条の２ 削 除 

 (除 籍) 

第 42条 次の各号のいずれかに該当する者は、除籍とする。 

（１）第６条の規定による在学年限を超えた者

（２）死亡又は長期にわたり行方不明の者

（３）休学期間終了日までに復学、休学又は退学の手続きをとらない者

（４）学費納入の義務を怠り、督促及び除籍勧告を受けても誠意なく納入しない者

（５）単位修得不足及び成績不振により成業の見込みがないと認められる者

２ 前項第５号に関する必要な事項は、別に定める。 

第 43条 削 除 

(留 学) 

第 44条 国内外の大学又は外国の短期大学への留学を希望する者は、学長の許可を得なければな

らない。 

２ 前項の規定により留学する場合、当該留学学期中の学費及び代理徴収金を納入しなければな

らない。納入方法に関する必要な事項は、別に定める。 

３ 留学に関する必要な事項は、別に定める。 

第 45条 削 除 

第 10章 学費及びその他納付金 

(学費及びその他納付金) 

第 46条 学費は、入学金、授業料、教育充実費及び学園振興協力費とする。 

２ その他納付金は、諸費用、履修料等及び手数料とする。 

３ 第 33条及び第 40 条に規定する者を除き、学費は、別に指定する各学期始めの期限までに当

該学期分を納入しなければならない。ただし、春学期分・秋学期分の２期分の学費を一括して

納入することもできる。 

(資格課程履修費等) 

第 47条 資格課程履修費、実習費、選択種目履修費及び語学研修費等については、別に指定する

期間内に納入しなければならない。 

 (追試験) 

第 48条 追試験の受験料は、別に指定する期間内に納入しなければならない。 

(科目等履修生等及び研究生) 
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第 49条 科目等履修生等の選考料、登録料、履修料は、別に指定する期間内に納入しなければな

らない。 

２ 研究生の選考料、登録料、指導料は、別に指定する期間内に納入しなければならない。 

(代理徴収金) 

第 50条 本学は、学生会、後援会、校友会等から会費等の徴収を委託された場合、これを代理徴

収する。その額は別に定めることとし、学費と共に納入しなければならない。 

(学費の延納) 

第 51条 経済的事情、家庭の事情、その他特別の事由がある場合は、学長の許可を得て学費を延

納することができる。 

(休学在籍料) 

第 52条 第 36条の規定により休学する場合は、当該学期分の休学在籍料を納入しなければなら

ない。 

 (退学者及び懲戒を受けた者) 

第 52条の２ 第 39条の規定により退学を許可された者は、当該学期分の学費を納入しなければ

ならない。 

２ 第 70条の規定により謹慎、停学又は退学を命じられた者は、当該学期分の学費を納入しなけ

ればならない。 

 (既納の学費) 

第 53条 既納の学費及びその他納付金は、返付しない。 

２ 前項の規定にかかわらず、学費納入後に第 36条の規定により休学する場合、第 52条の規定

により休学中に納入すべき額と既納の学費（入学金を除く）の差額を返付する。 

３ 第１項の規定にかかわらず、他大学と併願可能な入学試験において第 33条第１項の規定によ

り入学手続きを完了した者が、別に指定する期間内に所定の手続きを経て入学を辞退した場合、

学費（入学金を除く）を返付する。 

(入学金の免除) 

第 53条の２ 本学に、入学金免除を行う制度を設ける。 

２ 前項の規定に関する必要な事項は、別に定める。 

 (学費及びその他納付金の額及び納入方法) 

第 54条 学費及びその他納付金の額及び納入に関する必要な事項は、別に定める。 

(私費外国人留学生の授業料減免) 

第 55条 私費外国人留学生の授業料減免に関する必要な事項は、別に定める。 

(家計困窮者に対する学費免除) 

第 55条の２ 家計困窮者に対し、学費免除に関する必要な事項は、別に定める。 

第 11章 職員組織 

 (学長、副学長、学部長及び学科長) 

第 56条 本学に、学長を置く。 

２ 本学に、副学長、学部長及び学科長を置くことがある。 

３ 学長、副学長、学部長及び学科長の選任に関する必要な事項は、別に定める。 

 (職員の構成) 

第 57条 本学に、一定数の教授、准教授、助教、助手及び事務職員を置く。 

２ 前項のほか、講師、技術職員その他必要な職員を置くことがある。 

３ 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績を

有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 
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４ 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有

する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

５ 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。

６ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者であって、

学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

７ 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。

８ 第３項から第７項に規定する教授、准教授、講師、助教及び助手の資格審査に関する必要な

事項は、別に定める。 

 (研修の機会等) 

第 57条の２ 本学は、教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、職員に必要な知識及

び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修その他必要な取り組みを

行うものとする。 

２ 前項に定める取り組みを実施するために、スタッフ・ディベロップメント(以下「ＳＤ」とい

う。)委員会を置く。 

３ ＳＤ委員会に関する必要な事項は、別に定める。 

第 12章 教授会 

(教授会) 

第 58条 本学に、教授会を置く。 

 (教授会の構成) 

第 59条 教授会は、学長及び専任の教授・准教授・講師をもって構成する。 

２ 教授会には、前項に掲げる者のほか、職員を加えることができる。 

 (教授会の審議事項) 

第 60条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

（２）学位の授与に関する事項

（３）前二号に規定するもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定める事項

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下「学長等」という。）がつかさど

る教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができ

る。 

３ 教授会に関するその他の必要な事項は、別に定める。 

(委員会等) 

第 60 条の２ 本学に学長直轄又は諮問機関として委員会又は会議(以下「委員会等」という。)

を置く。 

２ 委員会等に関する必要な事項は、別に定める。 

第 13章 付属図書館及び国際言語平和研究所 

 (付属図書館) 

第 61条 本学に付属図書館を置く。 

２ 付属図書館は、図書及びその他の図書館資料を収集管理し、教育研究に資することを目的と

する。 

３ 付属図書館に関する必要な事項は、別に定める。 

(国際言語平和研究所) 
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第 61条の２ 本学に国際言語平和研究所を置く。 

２ 国際言語平和研究所は、外国語及び国際社会と地域文化に関する学術的研究・調査を積極的

に推進し、学術・文化の向上及び世界の平和に寄与することを目的とする。 

３ 国際言語平和研究所に関する必要な事項は、別に定める。 

第 14章 科目等履修生等、特別聴講学生、外国人留学生及び研究生 

(科目等履修生等) 

第 62条 本学の学生以外の者で、本学において、１又は複数の授業科目を履修することを志願す

る者があるときは、在学生の教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、科目等履修生等とし

て入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生等に関する必要な事項は、別に定める。 

(特別聴講学生) 

第 63条 本学が交流協定を締結する大学又は短期大学の学生で、本学の特定の授業科目の履修を

志望する者があるときは、当該大学又は短期大学との協議により、特別聴講学生として入学を

許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関する必要な事項は、別に定める。 

(外国人留学生) 

第 64条  大学において教育を受ける目的をもって入国した外国人で、本学に入学を志望する者が

あるときは、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する必要な事項は、別に定める。 

(研究生) 

第 65条 本学において特定の専門事項を研究しようとする者があるときは、学生の教育に支障の

ない範囲で、選考のうえ、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生に関する必要な事項は、別に定める。 

第 66条 削除 

第 15章 公開講座 

(公開講座) 

第 67条 外国語教育の普及を図り、社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開

講座を開講することがある。 

２ 公開講座に関する必要な事項は、別に定める。 

  第 16章 賞 罰 

 (表 彰) 

第 68条 品行方正、学業成績優秀、課外活動等で他の学生の模範となる者は、表彰することがあ

る。 

２  表彰に関する必要な事項は、別に定める。 

 (懲 戒) 

第 69条 本学の学則及び諸規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授

会の議を経て、学長が懲戒する。 

２  懲戒に関する必要な事項は、別に定める。 

 (懲戒の種類) 

第 70条 懲戒の種類は、譴責、謹慎、停学及び退学とする。 
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２ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（２）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

（３）正当な理由がなくて出席常でない者

（４）学内の秩序をみだし、その他学生としての本分に反した者

第 17章 奨学制度 

 (奨学金) 

第 71条 本学に、給費の奨学制度を置く。 

２  奨学制度に関する必要な事項は、別に定める。 

第 18章 学生の修学・生活支援等及び健康管理 

 (学生の修学・生活支援等) 

第 72条 本学は、学生の修学支援、学生生活・課外活動支援、留学支援、キャリア支援等及び指

導助言のための事務組織を設ける。 

(ランゲージセンター)

第 72条の２ 本学にランゲージセンターを置く。 

２ ランゲージセンターは、学生の外国語能力の向上を正課外で支援するとともに、本学が有す

る語学教育資源を広く学外に提供することにより、地域・社会への貢献に資することを目的と

する。 

３ ランゲージセンターに関する必要な事項は、別に定める。 

第 72条の３ 削 除 

(保健室) 

第 72条の４ 本学は、学生及び教職員の健康管理、健康相談等するため、保健室を置く。 

２ 学生及び教職員は、毎年実施する健康診断を全員受診しなければならない。 

３ 保健室に関する必要な事項は、別に定める。 

第 19章 改 廃 

(改 廃) 

第 73条 この学則の改廃は、教授会及び理事会の議を経て行う。 

附 則 

第 66条 本学則は、昭和 34年４月１日より之を適用する。 

附 則 

第 66条 本学則は、昭和 35年４月１日より之を適用する。 

附 則 

第 66条 本学則は、昭和 35年９月１日より之を適用する。 

附 則 

第 66条 本学則は、昭和 38年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 39年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 41年４月１日より之を適用する。 

附 則 
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本学則は、昭和 41年 10月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 42年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 43年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 44年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 46年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 47年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 48年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 49年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 50年４月１日より之を適用する。 

附 則 

本学則は、昭和 51年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 52年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 53年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 54年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 55年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 56年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 57年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 58年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 59年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 60年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 61年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 62年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、昭和 63年４月１日より施行する。 

ただし、第４条の規定にかかわらず、昭和 63年度から昭和 71年度までの間の入学定員は、次
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のとおりとする。 

附 則

本学則は平成元年４月１日より施行する。

附 則 

１ 本学則は、平成２年４月１日より施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、昭和 63年度から平成８年度までの間の入学定員は、次のとおり

とする。 

学  科  名 入学定員 総定員

英 米 語 学 科 360名 1,440名 

イ ス パ ニ ア 語 学 科 70名 280名 

フ ラ ン ス 語 学 科 50名 200名 

ド イ ツ 語 学 科 50名 200名 

ブラジルポルトガル語学科 50名 200名 

中 国 語 学 科 70名 280名 

計 650名 2,600名 

３ 第 17条第２項および第 58条第２項については、平成元年４月１日より施行する。

附 則 

本学則は、平成３年４月１日より施行する。 

附 則 

本学則は、平成３年 10月１日より施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成４年４月１日より施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、平成４年度から平成 11年度までの間の入学定員は次のとおりと

する。 

学  科  名 

入学定員 

平成４年度 

～ 

平成８年度 

平成９年度

～ 

平成11年度 

英 米 語 学 科 350名 290名 

イ ス パ ニ ア 語 学 科 70名 50名 

フ ラ ン ス 語 学 科 50名 50名 

ド イ ツ 語 学 科 50名 50名 

ブラジルポルトガル語学科 50名 50名 

中 国 語 学 科 70名 50名 

日 本 語 学 科 50名 50名 

計 690名 590名 

３ 第 19条については、平成４年３月 19日から施行する。 

学  科  名 入学定員 総定員

英 米 語 学 科 360名 1,440名 

イ ス パ ニ ア 語 学 科 70名 280名 

フ ラ ン ス 語 学 科 50名 200名 

ド イ ツ 語 学 科 50名 200名 

ブラジルポルトガル語学科 50名 200名 

中 国 語 学 科 70名 280名 

計 650名 2,600名 
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附 則 

この学則は平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 平成５年度以前の入学生、平成６年度以前の編入学生および平成７年度の３回生編入学生に

ついては、第３章および第４章は適用されない。当該事項については、なお、従前の例による。

その他学則の適用に関し、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 英米語学科・イスパニア語学科・フランス語学科・ドイツ語学科・ブラジルポルトガル語学

科・中国語学科の平成５年度以前の入学生、平成６年度以前の編入学生および平成７年度の３

回生編入学生については、第３章および第４章は適用されない。当該事項については、なお、

従前の例による。その他学則の適用に関し、必要な事項は別に定める。 

３ 日本語学科の平成７年度以前の入学生、平成８年度以前の編入学生および平成９年度の 

３回生編入学生については、第３章および第４章は適用されない。当該事項については、なお、

従前の例による。その他学則の適用に関し、必要な事項は別に定める。 

附 則 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、平成９年度から平成 11年度までの間の入学定員は次のとおりと

する。 

学  科  名 

入学定員 

平成９年度～ 
平成 11年度 

英 米 語 学 科 350名 

イ ス パ ニ ア 語 学 科 70名 

フ ラ ン ス 語 学 科 50名 

ド イ ツ 語 学 科 50名 

ブラジルポルトガル語学科 50名 

中 国 語 学 科 70名 

日 本 語 学 科 50名 

計 690名 

附 則 

この学則は、平成 10年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 11年４月１日から施行する。 

２ 教職課程の商業の授業科目および履修方法については、この学則による改正後の学則第 17

条別表２にかかわらず、平成 10 年度以前の入学生、平成 11年度以前の編入学生および平成 12

年度の３回生編入学生については、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成 12年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、平成 12年度から平成 16年度までの間の入学定員は次のとおり

とする。 
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学 科 名 

入  学  定  員 
平成９年度 

～ 

平成 11 年度 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 

英 米 語 学 科 350名 414名 408名 402名 396名 390名 

イスパニア語学科 70名 82名 80名 78名 76名 74名 

フランス語学科 50名 60名 60名 60名 60名 60名 

ド イ ツ 語 学 科 50名 60名 60名 60名 60名 60名 
ブラジル 

ポルトガル語学科 
50名 60名 60名 60名 60名 60名 

中 国 語 学 科 70名 82名 80名 78名 76名 74名 

日 本 語 学 科 50名 73名 71名 69名 67名 65名 

計 690名 831名 819名 807名 795名 783名 

３ 英米語学科・イスパニア語学科・フランス語学科・ドイツ語学科・ブラジルポルトガル語学

科・中国語学科の平成５年度以前の入学生については、第３章および第４章は適用されない。

当該事項については、なお、従前の例による。その他学則の適用に関し、必要な事項は別に定

める。 

４ 教職課程の授業科目および履修方法については、この学則による改正後の学則第 17条別表２

にかかわらず、平成 11 年度以前の入学生、平成 12年度以前の編入学生および平成 13年度の３

回生編入学生については、なお、従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成 13 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 14 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 15 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 16 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 17 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 18 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 19年４月１日から施行する。 

２ 教職課程の授業科目および履修方法については、この学則による改正後の学則第 21条別表２

にかかわらず、平成 11 年度以前の入学生、平成 12年度以前の編入学生および平成 13年度の３

年次編入学生については、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成 20年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 22年４月１日から施行する。 

２ 第４条の入学定員、編入学定員及び収容定員の取り扱いは、次のとおりとする。 

(１) 国際教養学科の入学定員は、英米語学科の「390」から「35」を、スペイン語学科の「74」
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から「10」を、中国語学科の「74」から「10」を、日本語学科の「65」から「５」を減じ、

その減数の合計「60」として、平成 22年度から適用する。 

(２) 国際教養学科の編入学定員は、英米語学科の「74」から減じた数「４」とし、平成 24年

度から適用する。

(３) 英米語学科、スペイン語学科、中国語学科、日本語学科、国際教養学科それぞれの収容

定員は、平成 25 年度から適用する。

附 則

この学則は、平成 23年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 24年４月１日から施行する。 

２ 第 22条に定める別表３第１項の図書館司書課程の科目は、平成 24年度以降の入学者か 

ら適用し、平成 23年度以前に入学した学生は、なお従前の例による。 

３ 第 23条に定める別表３第２項の学校図書館司書教諭課程の科目は、平成 24年度以降の 

入学者から適用し、平成 23年度以前に入学した学生は、なお従前の例による。 

４ 第 24条に定める別表４の博物館学芸員課程の科目は、平成 24年度以降の入学者から適 

用し、平成 23年度以前に入学した学生は、なお従前の例による。 

５ 従前の別表４に定める博物館学芸員課程の選択科目のうち、「EUと現代イタリア社会」 

及び「EUと現代イタリア文化」については、それぞれ「イタリア社会の基礎知識」及び「イ 

タリア文化の基礎知識」に授業科目を変更する。

附 則 

この学則は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 26年４月１日から施行する。 

２ 第 25条第２項に定める別表６の次世代リーダー育成プログラムの科目は、平成 26年度の入

学者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成 27年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 28年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 30年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定に拘わらず、平成 29年度から平成 33年度までの間、外国語学部、国際貢献学

部の各学科の入学定員、編入学定員及び収容定員は、下表のとおりとする。 

学

部

名

学 科 名 

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 

入

学

定

員

(

３
年
次)

 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次)

 

編

入

学

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次)

 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次)

 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次)

 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

外

国

語

学

部

英 米 語 学 科 
人 

355 

人 

70 

人 

1,560 

人 

350 

人 

70 

人 

1,555 

人 

350 

人 

70 

人 

1,550 

人 

350 

人 

60 

人 

1,535 

人 

350 

人 

60 

人 

1,520 

ス ペ イ ン 語 学 科 64 3 262 60 3 258 60 3 254 60 0 247 60 0 240 

フ ラ ン ス 語 学 科 60 3 246 50 3 236 50 3 226 50 0 213 50 0 200 

ド イ ツ 語 学 科 60 3 246 50 3 236 50 3 226 50 0 213 50 0 200 

ブラジル 

ポルトガル語学科 
60 3 246 50 3 236 50 3 226 50 0 213 50 0 200 
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中 国 語 学 科 64 12 280 60 12 276 60 12 272 60 5 261 60 5 250 

日 本 語 学 科 60 8 256 50 8 246 50 8 236 50 5 223 50 5 210 

イ タ リ ア 語 学 科 60 3 246 50 3 236 50 3 226 50 0 213 50 0 200 

国 際 教 養 学 科 60 4 248 0 4 188 0 4 128 0 0 64 0 0 0 

国
際
貢
献
学
部

グローバル 

スタディーズ学科
100 0 100 100 0 200 100 10 310 100 10 420 

グローバル観光学科 120 0 120 120 0 240 120 20 380 120 20 520 

計 843 109 3,590 940 109 3,687 940 109 3,784 940 100 3,872 940 100 3,960 

３ 第４条に規定する編入学定員は平成 32年度から、収容定員は平成 33年度から改める。 

４ 国際教養学科の学生については、従前の学則を適用する。 

５ 国際教養学科は、平成 30年度から学生募集を停止し、在籍者の卒業を以って廃止する。ただ

し、編入学については、平成 32 年度から学生募集を停止する。 

附 則 

この学則は、平成 31年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定に拘わらず、令和２年度から令和５年度までの間、外国語学部、国際貢献学部

の各学科の入学定員、編入学定員及び収容定員は、下表のとおりとする。 

学 部 名 

学 科 名

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

入

学

定

員

(

３
年
次) 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次) 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次) 

編

入 

学 

定

員

収

容

定

員

入

学

定

員

(

３
年
次) 

編 

入 

学 

定

員

収

容

定

員

外

国

語

学

部 

英 米 語 学 科 
人 

350 

人 

60 

人 

1,535 

人 

350 

人 

60 

人 

1,520 

人 

350 

人 

60 

人 

1,520 

人 

350 

人 

60 

人 

1,520 

スペイン語学科 60 0 247 60 0 240 60 0 240 60 0 240 

フランス語学科 45 0 208 45 0 190 45 0 185 45 0 180 

ドイツ語学科 45 0 208 45 0 190 45 0 185 45 0 180 

ブラジル 

ポルトガル語学科 
45 0 208 45 0 190 45 0 185 45 0 180 

中 国 語 学 科 60 5 261 60 5 250 60 5 250 60 5 250 

日 本 語 学 科 50 5 223 50 5 210 50 5 210 50 5 210 

イタリア語学科 45 0 208 45 0 190 45 0 185 45 0 180 

ロシア語学科 20 0 20 20 0 40 20 0 60 20 0 80 

国際教養学科 0 0 64 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

国

際

貢

献

学

部 

グローバル 

スタディーズ学科
100 10 310 100 10 420 100 10 420 100 10 420 

グローバル 

観光学科 
120 20 380 120 20 520 120 20 520 120 20 520 

計 940 100 3,872 940 100 3,960 940 100 3,960 940 100 3,960 

附 則 
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この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 国際教養学科は、令和５年３月 31日を以って廃止する。 

附 則 

この学則は、令和５年５月 31 日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

２ 第 25条に定める別表５の日本語教員養成課程の科目は、令和８年度の入学者から適用する。 

（昭和 35年９月１日改正、昭和 38年４月１日改正、昭和 39年３月 14日改正、昭和 41年４

月１日改正、昭和 41 年 10 月１日改正、昭和 42年４月１日改正、昭和 43年４月１日改正、昭和

44年４月１日改正、昭和 46年４月１日改正、昭和 47年４月１日改正、昭和 48年４月１日改正、

昭和 49年４月１日改正、昭和 50 年４月１日改正、昭和 51年４月１日改正、昭和 52年４月１日

改正、昭和 53年４月１日改正、昭和 54年４月１日改正、昭和 55年４月１日改正、昭和 56年４

月１日改正、昭和 57 年４月１日改正、昭和 58 年４月１日改正、昭和 59 年４月１日改正、昭和

60年４月１日改正、昭和 61年４月１日改正、昭和 62年４月１日改正、昭和 63年４月１日改正、

平成元年４月１日改正、平成２年４月１日改正、平成３年４月１日改正、平成３年 10月１日改正、

平成４年４月１日改正、平成５年４月１日改正、平成６年４月１日改正、平成７年４月１日改正、

平成８年４月１日改正、平成９年４月１日改正、平成 10年４月１日改正、平成 11年４月１日改

正、平成 12年４月１日改正、平成 13 年４月１日改正、平成 14年４月１日改正、平成 15年４月

１日改正、平成 16 年４月１日改正、平成 17 年４月１日改正、平成 18 年４月１日改正、平成 18

年 11月 30日改正、平成 19年１月 30 日改正、平成 20年３月 22日改正、平成 21年３月 21日改

正、平成 22年２月 24 日改正、平成 23年１月 27日改正、平成 24年４月１日改正、平成 25年１

月 31日改正、平成 25 年７月 11 日改正、平成 26年１月 30日改正、平成 27年２月 25日改正、平

成 28 年２月 24 日改正、平成 29 年１月 24 日改正、平成 29年３月 13 日改正、平成 30 年２月 13

日改正、平成 30 年９月 19 日改正、平成 30年 11月５日改正、平成 31年１月 30日改正、令和元

年 11月 11日改正、令和２年 11月 26日改正、令和３年７月 29日改正、令和５年３月 13日改正、

令和５年５月 30 日改正、令和６年３月 15日改正、令和７年３月 11日改正、令和８年２月 27日

改正） 
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別
表

１
　

外
国

語
学

部
の

授
業

科
目

の
区

分
、

編
成

と
単

位
数

１
．

授
業

科
目

の
区

分
と

単
位

数

通
常

コ
ー

ス
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
コ

ー
ス

通
常

コ
ー

ス
既

修
者

コ
ー

ス
通

常
コ

ー
ス

特
修

コ
ー

ス

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

5
4

7
4

5
6

6
8

6
4

6
8

5
6

4
0

2
4

5
8

6
2

4
2

4
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

言
語

（
英

米
語

学
科

は
キ

ャ
リ
ア

）
1
2

地
域

研
究

1
0 8

0
8

8
8

8
8

8
8

8
8

8

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

2
4

2
2

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

4
0

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

外
国

語
科

目

教
養

科
目

自
由

選
択

2
2

3
8

1
8

2
4

1
2

1
6

選
択

※
2
0

合
計

 　
卒

業
す

る
た

め
に

は
4
年

以
上

在
学

し
、

次
表

の
授

業
科

目
区

分
に

従
っ

て
単

位
を

修
得

し
、

合
計

1
2
4
単

位
以

上
を

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

表
中

の
自

由
選

択
に

つ
い

て
は

、
※

印
の

授
業

科
目

区
分

に
お

い
て

、
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
超

え
て

修
得

し
た

単
位

お
よ

び
外

国
語

学
部

の
所

属
学

科
以

外
の

学
科

の
専

門
科

目
（
選

択
）
の

授
業

科
目

を
履

修
し

修
得

し
た

単
位

を
算

入
す

る
。

ロ
シ

ア
語

学
科

学
部

導
入

科
目

専
門

科
目

必
修

選
択

必
修

※

外
国

語
学

部

英
米

語
学

科

ス
ペ

イ
ン

語
学

科
フ

ラ
ン

ス
語

学
科

ド
イ

ツ
語

学
科

ブ
ラ

ジ
ル

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

学
科

中
国

語
学

科

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

全
学

共
通

科
目

※

日
本

語
学

科
イ

タ
リ
ア

語
学

科

1
2

2
4

4
0

5
6
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２
.

授
業

科
目

の
編

成
と

単
位

数

①
英

米
語

学
科

（
通

常
コ

ー
ス

）
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
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ア
カ

デ
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ク

・
リ
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デ

ィ
ン
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Ⅰ
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2
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ス
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【
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デ
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テ
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級
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会
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説
A

2
*
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
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1

2
英
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1
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デ
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2
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キ
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2
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B
1
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キ
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英
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と
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ィ
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グ
Ⅲ

2
2
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語

B
2

2
ポ

ス
ト
植
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地
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の
文
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2

2
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ラ
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・
コ
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ニ
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シ

ョ
ン

Ⅲ
2

2
【エ

ア
ラ

イ
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・ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
】

比
較

文
化

特
殊

研
究

3
2

リ
サ

ー
チ

＆
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
2

2
エ

ア
ラ

イ
ン

・ビ
ジ

ネ
ス

A
1

2
【
言

語
習

得
(L

A
)領

域
】

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
Ⅳ

2
2
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ラ
イ

ン
・ビ

ジ
ネ

ス
B

1
2

英
語

の
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と

指
導

論
2
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デ
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テ
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エ
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ラ
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2
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語
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知
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レ
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2
エ
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ト
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ス
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語
指
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2
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デ
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ッ
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単
位

数
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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②
英

米
語

学
科

（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
コ

ー
ス

）
の

専
門

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
キ

ャ
リ
ア

）
専

門
科

目
　

選
択

（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
・
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

Ⅰ
1

2
【
留

学
】

【
国

際
関

係
(I
R
)領

域
】

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
Ⅰ

1
2

IE
L
T

S
対

策
初

級
A

1
2

ア
メ

リ
カ

社
会

と
政

治
2

2
オ

ー
ラ

ル
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
1

4
留

学
の

た
め

の
英

語
1

2
イ

ギ
リ
ス

社
会

と
政

治
2

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

文
法

A
1

2
英

語
発

音
演

習
1

2
移

民
国

家
と

多
文

化
社

会
2

2
T

O
E
IC

対
策

A
1

2
IE

L
T

S
対

策
中

級
1

2
英

米
の

国
際

関
係

と
グ

ロ
ー

バ
ル

イ
シ

ュ
ー

2
2

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
・
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

Ⅱ
1

2
IE

L
T

S
対

策
上

級
1

2
国

際
関

係
史

2
2

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
Ⅱ

1
2

IE
L
T

S
対

策
初

級
B

1
2

日
米

関
係

論
2

2
オ

ー
ラ

ル
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
1

4
【
ビ

ジ
ネ

ス
一

般
】

日
英

関
係

論
2

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

文
法

B
1

2
T

O
E
IC

対
策

中
級

1
2

ア
メ

リ
カ

外
交

論
2

2
A

d
va

n
ce

d
 E

n
gl

is
h
 Ⅰ

2
6

T
O

E
IC

対
策

上
級

1
2

イ
ギ

リ
ス

外
交

論
2

2
A

d
va

n
ce

d
 E

n
gl

is
h
 Ⅱ

2
6

T
O

E
IC

リ
ス

ニ
ン

グ
対

策
1

2
【
比

較
文

化
(C

C
S
)領

域
】

T
O

E
IC

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

対
策

1
2

英
語

圏
文

学
と

芸
術

A
2

2
専

門
科

目
　

必
修

（
地

域
研

究
）

【 エ
ア

ラ
イ

ン
・ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
】

英
語

圏
社

会
概

説
A

2
2

エ
ア

ラ
イ

ン
・ビ

ジ
ネ

ス
A

1
2

英
語

圏
地

域
概

説
A

2
2

必
修

選
択

自
由

エ
ア

ラ
イ

ン
・ ビ

ジ
ネ

ス
B

1
2

英
語

圏
の

大
衆

文
化

2
2

英
語

圏
研

究
の

基
礎

1
2

【エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
】

英
語

圏
文

学
と

芸
術

B
2

2
英

語
圏

地
域

・
国

際
関

係
入

門
1

2
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト
・
ビ

ジ
ネ

ス
A

1
2

英
語

圏
社

会
概

説
B

2
2

英
語

圏
比

較
文

化
入

門
1

2
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト
・
ビ

ジ
ネ

ス
B

1
2

英
語

圏
地

域
概

説
B

2
2

In
te

rn
at

io
n
al

 R
el

at
io

n
s 

A
2

2
【
通

訳
・
翻

訳
】

【
言

語
習

得
(L

A
)領

域
】

京
都

学
A

2
2

通
訳

・
ガ

イ
ド

英
語

B
2

2
英

語
学

・
英

語
教

育
入

門
1

2
In

te
rn

at
io

n
al

 R
el

at
io

n
s 

B
2

2
日

英
翻

訳
B

2
2

英
語

音
声

学
・
音

韻
論

2
2

K
yo

to
 S

tu
d
ie

s 
B

2
2

英
日

翻
訳

B
2

2
英

語
統

語
論

A
2

2
In

te
rn

at
io

n
al

 R
el

at
io

n
s 

C
3

2
同

時
通

訳
A

2
2

認
知

意
味

論
2

2
同

時
通

訳
B

2
2

生
成

文
法

2
2

専
門

科
目

　
必

修
（
キ

ャ
リ
ア

）
【
共

通
】

応
用

言
語

学
と

第
2
言

語
習

得
論

2
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2
英

語
意

味
論

・
語

用
論

2
2

必
修

選
択

自
由

英
語

統
語

論
B

2
2

会
計

学
A

2
2

認
知

構
文

論
2

2

経
営

学
A

2
2

【
共

通
】

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

A
2

2
海

外
留

学
認

定
科

目
3

1
～

2
0

経
済

学
A

2
2

B
u
si

n
es

s 
A

d
m

in
is

tr
at

io
n
 B

2
2

D
at

a 
S
ci

en
ce

 B
2

2
E
co

n
o
m

ic
s 

B
3

2
G

lo
b
al

 B
u
si

n
es

s 
in

 P
ra

ct
ic

e
3

2
D

at
a 

S
ci

en
ce

 C
3

2
P
ro

je
ct

 S
tu

d
ie

s
4

4
会

計
学

B
4

2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

23



③
ス

ペ
イ

ン
語

学
科

の
専

門
科

目
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

1
1
6

オ
フ

ィ
ス

・
ス

ペ
イ

ン
語

2
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

2
4

ス
ペ

イ
ン

語
文

法
Ⅰ

1
4

ス
ペ

イ
ン

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

初
級

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

1
2

総
合

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

2
1
6

ス
ペ

イ
ン

語
学

入
門

2
2

再
入

学
時

認
定

科
目

1
1
～

2
4

ス
ペ

イ
ン

語
文

法
Ⅱ

2
4

実
践

ス
ペ

イ
ン

語
A

2
2

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

ペ
イ

ン
語

A
3

4
実

践
ス

ペ
イ

ン
語

B
2

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

ペ
イ

ン
語

B
3

4
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

文
法

3
2

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

ペ
イ

ン
語

C
4

2
ス

ペ
イ

ン
語

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
3

2
必

修
選

択
自

由

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

ペ
イ

ン
語

D
4

2
ス

ペ
イ

ン
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

中
級

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
学

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

実
践

ス
ペ

イ
ン

語
C

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
学

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2
ス

ペ
イ

ン
語

学
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
学

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

必
修

選
択

自
由

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

ス
ペ

イ
ン

語
圏

芸
術

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

の
基

礎
知

識
A

1
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

芸
術

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

の
基

礎
知

識
B

1
2

必
修

選
択

自
由

ス
ペ

イ
ン

語
圏

芸
術

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

歴
史

文
化

入
門

1
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

芸
術

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

社
会

学
入

門
1

2
ス

ペ
イ

ン
語

圏
社

会
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

芸
術

入
門

2
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

社
会

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

国
際

関
係

入
門

2
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

社
会

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

文
学

入
門

2
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

社
会

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

ス
ペ

イ
ン

の
伝

統
文

化
2

2
ス

ペ
イ

ン
語

圏
歴

史
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ラ
テ

ン
ア

メ
リ
カ

の
伝

統
文

化
2

2
ス

ペ
イ

ン
語

圏
歴

史
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

報
道

に
み

る
ス

ペ
イ

ン
語

圏
3

2
ス

ペ
イ

ン
語

圏
歴

史
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

日
本

と
ス

ペ
イ

ン
語

圏
の

関
係

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

歴
史

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

の
今

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

国
際

関
係

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

国
際

関
係

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

国
際

関
係

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
圏

国
際

関
係

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
配

当
年

次
単

位
数

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次
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④
フ

ラ
ン

ス
語

学
科

の
専

門
科

目
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ

1
1
2

音
読

フ
ラ

ン
ス

語
1

2
国

内
・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

1
2

フ
ラ

ン
ス

語
文

法
Ⅰ

1
8

観
光

フ
ラ

ン
ス

語
A

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

8

総
合

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅱ

2
1
6

フ
ラ

ン
ス

語
で

学
ぶ

日
本

文
化

A
2

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

1
2

フ
ラ

ン
ス

語
文

法
Ⅱ

2
4

観
光

フ
ラ

ン
ス

語
B

2
2

フ
ラ

ン
ス

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
A

3
4

フ
ラ

ン
ス

語
で

学
ぶ

日
本

文
化

B
2

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

フ
ラ

ン
ス

語
リ
ス

ニ
ン

グ
・
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

A
3

2
資

格
フ

ラ
ン

ス
語

A
2

2

フ
ラ

ン
ス

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
B

3
4

翻
訳

通
訳

フ
ラ

ン
ス

語
A

3
2

必
修

選
択

自
由

フ
ラ

ン
ス

語
リ
ス

ニ
ン

グ
・
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

B
3

2
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ラ
ン

ス
語

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

言
語

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
C

4
4

資
格

フ
ラ

ン
ス

語
B

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

言
語

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
D

4
4

資
格

フ
ラ

ン
ス

語
D

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

言
語

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

資
格

フ
ラ

ン
ス

語
C

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

言
語

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

資
格

フ
ラ

ン
ス

語
E

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

文
学

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

上
級

者
の

た
め

の
フ

ラ
ン

ス
語

演
習

A
1

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

学
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

必
修

選
択

自
由

上
級

者
の

た
め

の
フ

ラ
ン

ス
語

演
習

B
1

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

学
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

フ
ラ

ン
ス

の
基

礎
知

識
A

1
2

上
級

者
の

た
め

の
フ

ラ
ン

ス
語

演
習

C
2

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

学
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

フ
ラ

ン
ス

の
基

礎
知

識
B

1
2

上
級

者
の

た
め

の
フ

ラ
ン

ス
語

演
習

D
2

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
社

会
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
学

の
基

礎
知

識
2

2
翻

訳
通

訳
フ

ラ
ン

ス
語

B
3

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
社

会
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

フ
ラ

ン
ス

文
学

の
基

礎
知

識
2

2
外

国
語

技
能

検
定

試
験

（
専

攻
語

）
4

2
フ

ラ
ン

ス
語

圏
社

会
・
文

化
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

社
会

・
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

日
仏

交
流

史
1

2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
言

語
文

化
A

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
芸

術
A

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
社

会
と

文
化

A
3

2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
言

語
文

化
B

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
芸

術
B

3
2

フ
ラ

ン
ス

語
圏

の
社

会
と

文
化

B
3

2

配
当

年
次

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

単
位

数

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

配
当

年
次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

授
業

科
目

の
名

称
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⑤
ド

イ
ツ

語
学

科
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

ド
イ

ツ
語

Ⅰ
1

1
6

独
検

対
策

初
級

1
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

1
6

ド
イ

ツ
語

文
法

Ⅰ
1

4
中

級
ド

イ
ツ

語
文

法
A

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

8

総
合

ド
イ

ツ
語

Ⅱ
2

1
6

中
級

ド
イ

ツ
語

文
法

B
2

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

1
6

ド
イ

ツ
語

文
法

Ⅱ
2

4
独

検
対

策
中

級
2

2

国
際

ド
イ

ツ
語

検
定

対
策

A
2

2
4

国
際

ド
イ

ツ
語

検
定

対
策

（
B

1
）
A

2
2

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

ド
イ

ツ
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

A
3

2
翻

訳
通

訳
ド

イ
ツ

語
A

3
2

ド
イ

ツ
語

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

A
3

2
ド

イ
ツ

語
学

研
究

A
3

2
必

修
選

択
自

由

ド
イ

ツ
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B
3

2
ド

イ
ツ

語
原

書
講

読
A

3
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
化

と
社

会
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ド
イ

ツ
語

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

B
3

2
ド

イ
ツ

語
学

研
究

B
3

2
ド

イ
ツ

語
圏

の
文

化
と

社
会

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

ド
イ

ツ
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C
4

2
ド

イ
ツ

語
原

書
講

読
B

3
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
化

と
社

会
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

ド
イ

ツ
語

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
A

4
2

独
検

対
策

上
級

2
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
化

と
社

会
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ド
イ

ツ
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

D
4

2
国

際
ド

イ
ツ

語
検

定
対

策
（
B

1
）
B

3
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

こ
と

ば
と

文
化

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

ド
イ

ツ
語

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
B

4
2

国
際

ド
イ

ツ
語

検
定

対
策

（
B

2
）

3
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

こ
と

ば
と

文
化

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

翻
訳

通
訳

ド
イ

ツ
語

B
3

2
ド

イ
ツ

語
圏

の
こ

と
ば

と
文

化
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2
ド

イ
ツ

語
圏

の
こ

と
ば

と
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
学

と
文

化
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

必
修

選
択

自
由

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
学

と
文

化
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

世
界

の
中

の
日

本
と

ド
イ

ツ
語

圏
1

2
ド

イ
ツ

語
圏

の
文

学
と

文
化

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

基
礎

知
識

1
2

必
修

選
択

自
由

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
学

と
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

歴
史

1
2

ド
イ

ツ
語

学
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
学

1
2

ド
イ

ツ
語

学
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

文
化

と
社

会
か

ら
見

る
ド

イ
ツ

語
圏

A
2

2
ド

イ
ツ

語
学

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

文
学

か
ら

見
る

ド
イ

ツ
語

圏
2

2
ド

イ
ツ

語
学

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

ド
イ

ツ
語

圏
ラ

ン
デ

ス
ク

ン
デ

A
2

2

文
化

と
社

会
か

ら
見

る
ド

イ
ツ

語
圏

B
2

2

ド
イ

ツ
語

学
概

論
2

2

ド
イ

ツ
語

圏
ラ

ン
デ

ス
ク

ン
デ

B
2

2

ド
イ

ツ
語

圏
ラ

ン
デ

ス
ク

ン
デ

C
2

2

ド
イ

ツ
語

圏
ラ

ン
デ

ス
ク

ン
デ

D
2

2

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

配
当

年
次

単
位

数

単
位

数
配

当
年

次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
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⑥
ブ

ラ
ジ

ル
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

学
科

の
専

門
科

目
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

Ⅰ
1

1
2

映
像

と
音

楽
の

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

2
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

1
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

文
法

Ⅰ
1

8
食

文
化

の
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

4

総
合

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

Ⅱ
2

1
2

ス
ポ

ー
ツ

メ
デ

ィ
ア

の
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

2
2

再
入

学
時

認
定

科
目

1
1
～

1
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

文
法

Ⅱ
2

8
観

光
文

化
の

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

初
級

検
定

対
策

A
2

2
現

代
文

学
作

品
翻

訳
演

習
A

3
2

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

初
級

検
定

対
策

B
2

2
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
翻

訳
演

習
A

3
2

応
用

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

A
3

2
現

代
文

学
作

品
翻

訳
演

習
B

3
2

必
修

選
択

自
由

上
級

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

A
3

2
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
翻

訳
演

習
B

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

中
級

検
定

対
策

A
3

2
ビ

ジ
ネ

ス
表

現
の

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

応
用

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

B
3

2
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
事

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

上
級

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B
3

2
外

国
語

技
能

検
定

試
験

（
専

攻
語

）
4

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

圏
語

学
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

中
級

検
定

対
策

B
3

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

圏
文

学
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

実
践

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

A
4

2
専

門
科

目
　

選
択

（
地

域
研

究
）

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

実
践

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

B
4

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

圏
文

学
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

必
修

選
択

自
由

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

ポ
ル

ト
ガ

ル
の

歴
史

と
地

理
2

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

圏
歴

史
文

化
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ブ
ラ

ジ
ル

の
歴

史
と

地
理

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
歴

史
文

化
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

必
修

選
択

自
由

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
入

門
A

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
歴

史
文

化
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
の

基
礎

1
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
入

門
A

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
歴

史
文

化
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

化
の

基
礎

1
2

現
代

ポ
ル

ト
ガ

ル
事

情
2

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

圏
社

会
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
の

基
礎

1
2

現
代

ブ
ラ

ジ
ル

事
情

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
社

会
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
社

会
の

基
礎

1
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
入

門
B

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
社

会
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
入

門
B

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
社

会
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
歴

史
文

化
研

究
3

2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
ア

フ
リ
カ

文
化

研
究

3
2

日
本

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
交

流
史

3
2

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

配
当

年
次

単
位

数

配
当

年
次

単
位

数

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
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⑦
中

国
語

学
科

（
通

常
コ

ー
ス

）
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

中
国

語
Ⅰ

1
2
0

資
格

中
国

語
A

1
2

中
国

語
学

概
論

A
2

2

総
合

中
国

語
Ⅱ

2
2
0

資
格

中
国

語
B

1
2

中
国

の
伝

統
と

歴
史

2
2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

A
3

2
中

国
語

通
訳

基
礎

1
2

中
国

語
学

概
論

B
2

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

B
3

2
資

格
中

国
語

C
2

2
中

国
の

地
域

文
化

と
言

語
（
広

東
語

）
2

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

C
3

2
ビ

ジ
ネ

ス
中

国
語

基
礎

A
2

2
中

国
文

学
へ

の
招

待
2

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

D
3

2
中

国
語

観
光

通
訳

A
2

2
現

代
中

国
と

社
会

A
3

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

E
4

2
資

格
中

国
語

D
2

2
中

国
の

地
域

文
化

と
言

語
（
上

海
語

）
3

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

F
4

2
ビ

ジ
ネ

ス
中

国
語

基
礎

B
2

2
ア

ジ
ア

の
言

語
と

文
化

A
3

2

中
国

語
観

光
通

訳
B

2
2

現
代

中
国

と
社

会
B

3
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

中
国

語
リ
ス

ニ
ン

グ
応

用
A

3
2

現
代

中
国

と
経

済
3

2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

応
用

A
3

2
ア

ジ
ア

の
言

語
と

文
化

B
3

2

必
修

選
択

自
由

ビ
ジ

ネ
ス

中
国

語
応

用
A

3
2

中
国

の
芸

術
と

文
化

4
2

世
界

の
中

の
日

本
と

中
国

A
1

2
ビ

ジ
ネ

ス
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
中

国
語

A
3

2
現

代
中

国
事

情
A

4
2

世
界

の
中

の
日

本
と

中
国

B
1

2
中

国
語

リ
ス

ニ
ン

グ
応

用
B

3
2

中
国

の
社

会
と

文
化

4
2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

応
用

B
3

2
現

代
中

国
事

情
B

4
2

ビ
ジ

ネ
ス

中
国

語
応

用
B

3
2

ビ
ジ

ネ
ス

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

中
国

語
B

3
2

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

中
国

語
リ
ス

ニ
ン

グ
発

展
A

4
2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

発
展

A
4

2
必

修
選

択
自

由

中
国

語
通

訳
発

展
A

（
実

務
）

4
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

2
4

中
国

語
リ
ス

ニ
ン

グ
発

展
B

4
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

1
2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

発
展

B
4

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

2
4

中
国

語
通

訳
発

展
B

（
実

務
）

4
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

必
修

選
択

自
由

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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⑧
中

国
語

学
科

（
既

修
者

コ
ー

ス
）
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

中
国

語
Ⅱ

1
2
0

資
格

中
国

語
C

1
2

中
国

語
学

概
論

A
1

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

A
2

2
ビ

ジ
ネ

ス
中

国
語

基
礎

A
1

2
中

国
の

伝
統

と
歴

史
1

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

B
2

2
中

国
語

観
光

通
訳

A
1

2
中

国
語

学
概

論
B

1
2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

C
2

2
資

格
中

国
語

D
1

2
中

国
の

地
域

文
化

と
言

語
（
広

東
語

）
1

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

D
2

2
ビ

ジ
ネ

ス
中

国
語

基
礎

B
1

2
中

国
文

学
へ

の
招

待
1

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

E
3

2
中

国
語

観
光

通
訳

B
1

2
現

代
中

国
と

社
会

A
2

2

中
国

語
リ
サ

ー
チ

プ
レ

ゼ
ン

F
3

2
中

国
語

リ
ス

ニ
ン

グ
応

用
A

2
2

中
国

の
地

域
文

化
と

言
語

（
上

海
語

）
2

2

中
国

語
通

訳
発

展
A

（
実

務
）

4
2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

応
用

A
2

2
ア

ジ
ア

の
言

語
と

文
化

A
2

2

中
国

語
通

訳
発

展
B

（
実

務
）

4
2

ビ
ジ

ネ
ス

中
国

語
応

用
A

2
2

現
代

中
国

と
社

会
B

2
2

ビ
ジ

ネ
ス

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

中
国

語
A

2
2

現
代

中
国

と
経

済
2

2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

中
国

語
リ
ス

ニ
ン

グ
応

用
B

2
2

ア
ジ

ア
の

言
語

と
文

化
B

2
2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

応
用

B
2

2
中

国
の

芸
術

と
文

化
3

2

必
修

選
択

自
由

ビ
ジ

ネ
ス

中
国

語
応

用
B

2
2

現
代

中
国

事
情

A
3

2

世
界

の
中

の
日

本
と

中
国

A
1

2
ビ

ジ
ネ

ス
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
中

国
語

B
2

2
中

国
の

社
会

と
文

化
3

2

世
界

の
中

の
日

本
と

中
国

B
1

2
中

国
語

リ
ス

ニ
ン

グ
発

展
A

3
2

現
代

中
国

事
情

B
3

2

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

発
展

A
3

2

中
国

語
リ
ス

ニ
ン

グ
発

展
B

3
2

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

中
国

語
リ
ー

デ
ィ

ン
グ

発
展

B
3

2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2
必

修
選

択
自

由

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

4
0

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

必
修

選
択

自
由

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

中
国

語
圏

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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⑨
日

本
語

学
科

の
専

門
科

目
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
専

門
科

目
　

選
択

（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

日
本

語
学

の
基

礎
知

識
A

1
2

【
日

本
語

教
育

領
域

】
国

内
・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

4
8

日
本

文
化

の
基

礎
知

識
A

1
2

日
本

語
音

声
学

概
論

1
2

海
外

日
本

語
教

育
実

習
2

1
～

4

日
本

語
教

育
の

基
礎

知
識

A
1

2
意

味
論

・
語

用
論

入
門

1
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

2
4

日
本

語
学

の
基

礎
知

識
B

1
2

資
格

日
本

語
教

育
1

2
外

国
語

技
能

検
定

試
験

（
専

攻
語

）
4

2

日
本

文
化

の
基

礎
知

識
B

1
2

日
本

語
音

声
表

現
法

1
2

再
入

学
時

認
定

科
目

1
1
～

5
6

日
本

語
教

育
の

基
礎

知
識

B
1

2
日

本
語

教
育

実
習

入
門

Ⅰ
1

2

日
本

語
の

歴
史

A
2

2
日

本
語

表
記

法
2

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

言
語

学
概

論
A

2
2

日
本

語
教

育
文

法
A

2
2

日
本

近
代

文
学

A
2

2
日

本
語

教
育

実
習

入
門

Ⅱ
2

2
必

修
選

択
自

由

日
本

語
の

歴
史

B
2

2
社

会
言

語
学

2
2

日
本

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

言
語

学
概

論
B

2
2

日
本

語
教

育
文

法
B

2
2

日
本

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

日
本

近
代

文
学

B
2

2
日

本
語

教
授

法
2

2
日

本
語

教
育

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

日
本

語
教

育
評

価
法

2
2

日
本

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

　
選

択
第

二
言

語
習

得
論

2
2

日
本

文
学

研
究

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

日
本

語
学

特
論

A
3

2
日

本
文

学
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

必
修

選
択

自
由

日
本

語
教

育
と

異
文

化
理

解
A

3
2

日
本

文
学

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

【
日

本
文

化
領

域
】

多
文

化
共

生
論

3
2

日
本

文
学

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

日
本

の
伝

統
文

化
A

1
2

日
本

語
学

特
論

B
3

2
日

本
文

化
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

漢
文

学
A

1
2

日
本

語
教

育
と

異
文

化
理

解
B

3
2

日
本

文
化

研
究

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

日
本

の
伝

統
文

化
B

1
2

日
本

語
教

育
と

IC
T

3
2

日
本

文
化

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

漢
文

学
B

1
2

日
本

語
教

育
の

心
理

学
3

2
日

本
文

化
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

書
道

A
1

2
日

本
語

教
育

実
習

4
2

対
照

研
究

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

漢
字

文
化

論
A

2
2

【
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
用

】
対

照
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

和
漢

比
較

文
学

A
2

2
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
日

本
語

A
1

2
対

照
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

日
本

文
学

史
A

2
2

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

日
本

語
B

1
2

対
照

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

日
本

古
典

文
学

A
2

2
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
日

本
語

C
1

2
現

代
日

本
語

研
究

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

書
道

B
2

2
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
日

本
語

D
1

2
現

代
日

本
語

研
究

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

漢
字

文
化

論
B

2
2

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

日
本

語
E

1
2

現
代

日
本

語
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

和
漢

比
較

文
学

B
2

2
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
日

本
語

F
1

2
現

代
日

本
語

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

日
本

文
学

史
B

2
2

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
日

本
語

A
2

2
国

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

日
本

古
典

文
学

B
2

2
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

B
2

2
国

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

日
本

文
化

特
論

A
3

2
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

C
2

2
国

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

日
本

文
学

特
論

A
3

2
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

D
2

2
国

語
教

育
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

日
本

文
化

特
論

B
3

2
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

E
2

2

日
本

文
学

特
論

B
3

2
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
日

本
語

F
2

2

配
当

年
次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

授
業

科
目

の
名

称
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⑩
イ

タ
リ
ア

語
学

科
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

イ
タ

リ
ア

語
Ⅰ

1
1
6

資
格

イ
タ

リ
ア

語
（
基

礎
入

門
）

1
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

2
2

イ
タ

リ
ア

語
初

級
文

法
1

4
イ

タ
リ
ア

語
聴

解
・
読

解
（
基

礎
入

門
）

1
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

1
0

総
合

イ
タ

リ
ア

語
Ⅱ

2
1
6

イ
タ

リ
ア

語
聴

解
・
読

解
（
初

級
）

2
2

再
入

学
時

認
定

科
目

1
1
～

2
2

イ
タ

リ
ア

語
中

級
文

法
2

4
資

格
イ

タ
リ
ア

語
（
初

級
）

2
2

イ
タ

リ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

A
3

4
イ

タ
リ
ア

語
作

文
（
初

級
）

2
2

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

イ
タ

リ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B
3

4
イ

タ
リ
ア

語
作

文
（
中

級
）

3
2

イ
タ

リ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C
4

2
イ

タ
リ
ア

語
聴

解
・
読

解
（
初

中
級

）
3

2
必

修
選

択
自

由

イ
タ

リ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

D
4

2
イ

タ
リ
ア

語
翻

訳
3

2
イ

タ
リ
ア

文
化

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

情
報

イ
タ

リ
ア

語
3

2
イ

タ
リ
ア

文
化

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

資
格

イ
タ

リ
ア

語
（
中

級
）

3
2

イ
タ

リ
ア

文
化

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

イ
タ

リ
ア

語
聴

解
・
読

解
（
中

級
）

3
2

イ
タ

リ
ア

文
化

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

必
修

選
択

自
由

イ
タ

リ
ア

語
上

級
会

話
3

2

イ
タ

リ
ア

語
圏

の
基

礎
知

識
1

2
イ

タ
リ
ア

語
通

訳
3

2

日
伊

比
較

文
化

1
2

イ
タ

リ
ア

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

3
2

イ
タ

リ
ア

地
域

比
較

概
論

2
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

イ
タ

リ
ア

歴
史

研
究

2
2

イ
タ

リ
ア

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
カ

ル
チ

ャ
ー

研
究

A
（
食

文
化

）
2

2

イ
タ

リ
ア

社
会

研
究

A
（
観

光
）

2
2

イ
タ

リ
ア

美
術

研
究

2
2

イ
タ

リ
ア

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
カ

ル
チ

ャ
ー

研
究

B
（
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

）
2

2

イ
タ

リ
ア

社
会

研
究

B
（
社

会
問

題
）

2
2

イ
タ

リ
ア

文
学

概
論

3
2

イ
タ

リ
ア

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
カ

ル
チ

ャ
ー

研
究

C
（
ス

ポ
ー

ツ
）

3
2

イ
タ

リ
ア

言
語

研
究

3
2

イ
タ

リ
ア

社
会

研
究

C
（
産

業
）

3
2

イ
タ

リ
ア

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
カ

ル
チ

ャ
ー

研
究

D
（
映

画
・
音

楽
）

3
2

イ
タ

リ
ア

社
会

研
究

D
（
地

域
文

化
）

3
2

授
業

科
目

の
名

称

授
業

科
目

の
名

称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

配
当

年
次

単
位

数

配
当

年
次

単
位

数

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
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⑪
ロ

シ
ア

語
学

科
（
通

常
コ

ー
ス

）
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

ロ
シ

ア
語

Ⅰ
1

1
6

T
O

R
F
L
検

定
初

級
・
基

礎
レ

ベ
ル

対
策

1
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

1
8

ロ
シ

ア
語

文
法

A
1

2
ユ

ー
ラ

シ
ア

の
言

語
1

2
編

入
学

時
認

定
科

目
2

1
～

8

ロ
シ

ア
語

文
法

B
1

2
ロ

シ
ア

語
学

概
論

A
2

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

1
8

総
合

ロ
シ

ア
語

Ⅱ
2

1
6

ロ
シ

ア
語

学
概

論
B

2
2

ロ
シ

ア
語

文
法

C
2

2
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
A

3
2

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

ロ
シ

ア
語

文
法

D
2

2
ロ

シ
ア

語
通

訳
演

習
A

3
2

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

A
3

4
T

O
R
F
L
検

定
第

1
・
2
レ

ベ
ル

対
策

3
2

必
修

選
択

自
由

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B
3

4
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
B

3
2

ロ
シ

ア
言

語
社

会
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C
4

4
ロ

シ
ア

語
通

訳
演

習
B

3
2

ロ
シ

ア
言

語
社

会
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

D
4

4
ロ

シ
ア

語
医

療
通

訳
演

習
3

2
ロ

シ
ア

言
語

社
会

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

高
度

ロ
シ

ア
語

通
訳

演
習

A
3

2
ロ

シ
ア

言
語

社
会

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

高
度

ロ
シ

ア
語

翻
訳

演
習

A
3

2

ロ
シ

ア
語

司
法

通
訳

演
習

3
2

必
修

選
択

自
由

高
度

ロ
シ

ア
語

通
訳

演
習

B
3

2

ロ
シ

ア
語

圏
の

基
礎

知
識

A
1

2
高

度
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
B

3
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

基
礎

知
識

B
1

2
外

国
語

技
能

検
定

試
験

（
専

攻
語

）
4

2

日
露

の
交

流
2

2

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

ロ
シ

ア
語

圏
の

政
治

経
済

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

社
会

と
文

化
A

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

文
学

と
芸

術
A

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

社
会

と
文

化
B

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

大
衆

文
化

A
2

2

ロ
シ

ア
語

圏
の

文
学

と
芸

術
B

3
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

大
衆

文
化

B
3

2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

単
位

数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次
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⑫
ロ

シ
ア

語
学

科
（
特

修
コ

ー
ス

）
の

専
門

科
目

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

専
門

科
目

　
必

修
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
言

語
）

専
門

科
目

　
選

択
（
共

通
）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

総
合

ロ
シ

ア
語

Ⅱ
1

1
6

ユ
ー

ラ
シ

ア
の

言
語

1
2

国
内

・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

3
8

ロ
シ

ア
語

文
法

C
1

2
ロ

シ
ア

語
学

概
論

A
1

2

ロ
シ

ア
語

文
法

D
1

2
ロ

シ
ア

語
学

概
論

B
1

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

A
2

4
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
A

2
2

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B
2

4
ロ

シ
ア

語
通

訳
演

習
A

2
2

必
修

選
択

自
由

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C
3

4
T

O
R
F
L
検

定
第

1
・
2
レ

ベ
ル

対
策

2
2

ロ
シ

ア
言

語
社

会
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ロ
シ

ア
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

D
3

4
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
B

2
2

ロ
シ

ア
言

語
社

会
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

ロ
シ

ア
語

通
訳

演
習

B
2

2
ロ

シ
ア

言
語

社
会

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

専
門

科
目

　
必

修
（
地

域
研

究
）

ロ
シ

ア
語

医
療

通
訳

演
習

3
2

ロ
シ

ア
言

語
社

会
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

高
度

ロ
シ

ア
語

通
訳

演
習

A
3

2

必
修

選
択

自
由

高
度

ロ
シ

ア
語

翻
訳

演
習

A
3

2

ロ
シ

ア
語

圏
の

基
礎

知
識

A
1

2
ロ

シ
ア

語
司

法
通

訳
演

習
3

2

ロ
シ

ア
語

圏
の

基
礎

知
識

B
1

2
高

度
ロ

シ
ア

語
通

訳
演

習
B

3
2

日
露

の
交

流
2

2
高

度
ロ

シ
ア

語
翻

訳
演

習
B

3
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

）
4

2

専
門

科
目

　
選

択
（
地

域
研

究
）

必
修

選
択

自
由

ロ
シ

ア
語

圏
の

政
治

経
済

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

社
会

と
文

化
A

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

文
学

と
芸

術
A

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

社
会

と
文

化
B

2
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

大
衆

文
化

A
2

2

ロ
シ

ア
語

圏
の

文
学

と
芸

術
B

3
2

ロ
シ

ア
語

圏
の

大
衆

文
化

B
3

2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次
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⑬
全

学
共

通
科

目
の

授
業

科
目

と
単

位
は

次
表

の
と

お
り

と
す

る
。

外
国

語
科

目
教

養
科

目

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

英
語

Ⅰ
1

*
4

【
ビ

ジ
ネ

ス
・
キ

ャ
リ
ア

領
域

】
【
政

治
・
平

和
領

域
】

英
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

ベ
ー

シ
ッ

ク
1

2
国

際
関

係
論

入
門

1
2

英
語

Ⅲ
2

*
2

経
営

学
入

門
1

2
政

治
学

入
門

1
2

英
語

Ⅳ
3

*
2

経
済

学
入

門
1

2
法

学
入

門
1

2
ス

ペ
イ

ン
語

Ⅰ
1

*
4

会
計

学
入

門
1

2
日

本
国

憲
法

1
2

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

2
*
2

B
as

ic
 B

u
si

n
es

s 
A

d
m

in
is

tr
at

io
n

1
2

言
語

と
平

和
B

1
2

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ

1
*
4

B
as

ic
 E

co
n
o
m

ic
s

1
2

国
際

関
係

論
応

用
2

2
フ

ラ
ン

ス
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

A
2

2
政

治
学

応
用

2
2

ド
イ

ツ
語

Ⅰ
1

*
4

経
営

学
応

用
A

2
2

言
語

政
策

2
2

ド
イ

ツ
語

Ⅱ
2

*
2

経
済

学
応

用
2

2
国

際
連

合
論

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

Ⅰ
1

*
4

特
殊

研
究

B
（
企

業
か

ら
の

寄
付

講
座

）
2

2
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
2

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

Ⅱ
2

*
2

A
p
p
lie

d
 B

u
si

n
es

s 
A

d
m

in
is

tr
at

io
n

2
2

国
際

平
和

協
力

論
2

2
中

国
語

Ⅰ
1

*
4

A
p
p
lie

d
 E

co
n
o
m

ic
s

2
2

国
際

法
2

2
中

国
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

B
2

2
平

和
・
安

全
保

障
論

2
2

イ
タ

リ
ア

語
Ⅰ

1
*
4

経
営

学
応

用
B

2
2

模
擬

国
連

会
議

（
P
B

L
）

2
2

イ
タ

リ
ア

語
Ⅱ

2
*
2

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅰ

3
2

【
京

都
・
日

本
領

域
】

ロ
シ

ア
語

Ⅰ
1

*
4

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
英

語
）

3
2

京
都

文
化

論
A

1
2

ロ
シ

ア
語

Ⅱ
2

*
2

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ス

ペ
イ

ン
語

）
3

2
Ja

p
an

es
e 

G
eo

gr
ap

h
y

1
2

コ
リ
ア

語
Ⅰ

1
*
4

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

）
3

2
多

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

1
2

コ
リ
ア

語
Ⅱ

2
*
2

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
中

国
語

）
3

2
京

都
文

化
論

B
1

2
【
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
用

】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ロ

シ
ア

語
）

3
2

Ja
p
an

es
e 

H
is

to
ry

 a
n
d
 C

u
lt
u
re

1
2

日
本

語
A

1
*
4

【
サ

イ
エ

ン
ス

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
領

域
】

比
較

文
化

論
2

2
日

本
語

B
1

*
4

環
境

論
A

1
2

京
都

の
伝

統
文

化
A

2
2

日
本

語
C

1
*
4

メ
デ

ィ
ア

論
1

2
C

u
rr

en
t 

K
yo

to
 a

n
d
 T

ra
d
it
io

n
2

2
日

本
語

D
1

*
4

情
報

技
術

の
実

践
1

2
Ja

p
an

es
e 

P
h
ilo

so
p
h
y

2
2

日
本

語
E

1
*
4

キ
ャ

リ
ア

の
た

め
の

数
学

入
門

1
2

Ja
p
an

 P
o
p
 C

u
lt
u
re

s
2

2
日

本
語

F
1

*
4

デ
ー

タ
科

学
入

門
1

2
も

っ
と

京
都

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
A

2
2

日
本

語
G

1
*
4

環
境

論
B

2
2

特
殊

研
究

C
（
地

域
連

携
研

究
）

2
2

日
本

語
H

1
*
4

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
論

2
2

京
都

の
伝

統
文

化
B

2
2

日
本

語
J

1
*
4

防
災

の
科

学
2

2
D

es
ti
n
at

io
n
 K

yo
to

2
2

数
的

理
解

2
2

R
el

ig
io

n
s 

in
 J

ap
an

2
2

デ
ー

タ
科

学
応

用
2

2
Ja

p
an

 s
ee

n
 t

h
ro

u
gh

 A
n
im

at
io

n
s

2
2

E
n
vi

ro
n
m

en
ta

l 
Is

su
es

2
2

も
っ

と
京

都
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
B

2
2

M
ed

ia
 i
n
 J

ap
an

2
2

【
国

際
社

会
領

域
】

eS
p
o
rt

s 
F
u
n
d
am

en
ta

ls
2

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
A

-
1
（
日

本
、

ア
ジ

ア
、

ア
フ

リ
カ

、
オ

セ
ア

ニ
ア

）
1

2
A

d
va

n
ce

d
 T

o
p
ic

s 
in

 E
m

er
gi

n
g 

T
ec

h
n
o
lo

gy
3

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
A

-
2
（
日

本
、

ア
ジ

ア
、

ア
フ

リ
カ

、
オ

セ
ア

ニ
ア

）
1

2
【
教

育
領

域
】

特
殊

研
究

A
（
異

文
化

理
解

研
究

）
1

2
生

涯
学

習
概

論
1

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
B

-
1
（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
南

北
ア

メ
リ

カ
）

2
2

多
文

化
理

解
と

人
権

1
2

特
殊

研
究

D
（
グ

ロ
ー

バ
ル

研
究

）
2

2
人

権
と

教
育

1
2

In
te

rc
u
lt
u
ra

l 
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 P

ra
ct

ic
e 

A
2

2
青

少
年

の
行

動
と

心
理

1
2

世
界

の
歴

史
と

文
化

B
-
2
（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
南

北
ア

メ
リ

カ
）

2
2

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
心

理
2

2
世

界
文

化
と

多
様

性
2

2
コ

ー
チ

ン
グ

の
理

論
2

2
In

te
rc

u
lt
u
ra

l 
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 P

ra
ct

ic
e 

B
2

2
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
概

論
2

2
臨

床
心

理
学

2
2

コ
ー

チ
ン

グ
の

実
践

2
2

教
育

の
課

題
2

2

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

*
上

表
の

言
語

の
う

ち
、

専
攻

す
る

言
語

お
よ

び
母

語
以

外
の

言
語

を
選

択
し

、
１

年
次

配
当

の
４

単
位

を
修

得
す

る
。

た
だ

し
、

「
日

本
語

」
に

つ
い

て
は

、
専

攻
す

る
言

語
に

か
か

わ
ら

ず
、

「
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
」
を

履
修

の
対

象
と

す
る

。

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称
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必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

【
言

語
領

域
】

日
本

語
の

ス
キ

ル
E

2
2

言
語

の
仕

組
み

1
2

日
本

語
の

ス
キ

ル
F

2
2

日
本

語
学

入
門

A
1

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

G
2

2
日

本
語

教
育

入
門

A
1

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

H
2

2
言

語
の

成
り

立
ち

1
2

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
A

2
2

音
声

学
入

門
1

2
日

本
語

能
力

試
験

N
1
対

策
A

2
2

日
本

語
学

入
門

B
1

2
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

B
2

2
日

本
語

教
育

入
門

B
1

2
日

本
語

能
力

試
験

N
1
対

策
B

2
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
S
）
A

2
2

【
人

文
領

域
】

2
言

語
同

時
学

習
（
E
F
）
A

2
2

現
代

社
会

の
見

方
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
G

）
A

2
2

地
理

学
入

門
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
P
）
A

2
2

現
代

文
化

論
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
C

）
A

2
2

宗
教

学
入

門
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
I）

A
2

2
哲

学
A

2
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
R
）
A

2
2

美
学

芸
術

学
2

2
ア

ラ
ビ

ア
語

Ⅰ
2

2
考

古
学

2
2

イ
ン

ド
語

Ⅰ
2

2
人

類
学

2
2

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
Ⅰ

2
2

哲
学

B
2

2
オ

ラ
ン

ダ
語

Ⅰ
2

2
倫

理
学

2
2

ギ
リ
シ

ア
語

Ⅰ
2

2
ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（
P
B

L
)

2
2

ス
ワ

ヒ
リ
語

Ⅰ
2

2
美

術
史

2
2

タ
イ

語
Ⅰ

2
2

【
ス

ポ
ー

ツ
領

域
】

ト
ル

コ
語

Ⅰ
2

2
健

康
科

学
の

実
践

と
理

論
1

2
ベ

ト
ナ

ム
語

Ⅰ
2

2
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
ポ

ー
ツ

A
2

2
ラ

テ
ン

語
Ⅰ

2
2

ス
ポ

ー
ツ

と
国

際
交

流
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

A
2

2
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
ポ

ー
ツ

B
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

B
2

2
ス

ポ
ー

ツ
政

策
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

C
2

2
ス

ポ
ー

ツ
と

ま
ち

づ
く

り
（
P
B

L
)

3
2

日
本

語
の

ス
キ

ル
D

2
2

シ
ー

ズ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
2

日
英

対
照

言
語

学
2

2
【
共

通
】

日
中

対
照

言
語

学
2

2
科

目
等

履
修

科
目

1
1
～

1
2

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

の
言

語
形

成
2

2
国

内
・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

4
8

2
言

語
同

時
学

習
（
E
S
）
B

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

2
8

2
言

語
同

時
学

習
（
E
F
）
B

2
2

短
期

留
学

1
1
～

4
2
言

語
同

時
学

習
（
E
G

）
B

2
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

1
～

4
2
言

語
同

時
学

習
（
E
P
）
B

2
2

E
-
L
ea

rn
in

g 
(T

u
to

ri
al

 S
tu

d
ie

s)
1

1
2
言

語
同

時
学

習
（
E
C

）
B

2
2

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
科

目
2

1
～

1
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
I）

B
2

2
教

育
支

援
活

動
2

1
～

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
R
）
B

2
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

以
外

）
4

2
ア

ラ
ビ

ア
語

Ⅱ
2

2
情

報
処

理
検

定
試

験
4

2
イ

ン
ド

語
Ⅱ

2
2

世
界

一
周

!異
文

化
体

験
の

ス
ス

メ
1

2
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

Ⅱ
2

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

2
8

オ
ラ

ン
ダ

語
Ⅱ

2
2

ギ
リ
シ

ア
語

Ⅱ
2

2
ス

ワ
ヒ

リ
語

Ⅱ
2

2
タ

イ
語

Ⅱ
2

2
ト
ル

コ
語

Ⅱ
2

2
ベ

ト
ナ

ム
語

Ⅱ
2

2
ラ

テ
ン

語
Ⅱ

2
2

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次
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⑭
外

国
語

学
部

学
部

導
入

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。
⑯

自
由

選
択

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

学
部

導
入

科
目

学
部

共
通

科
目

（
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

）

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

基
礎

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

1
2

ビ
ジ

ネ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

外
国

語
学

部
の

所
属

学
科

以
外

の
学

科
の

専
門

科
目

（
選

択
）

言
語

と
平

和
A

1
2

ビ
ジ

ネ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

英
米

語
学

科
提

供
科

目

ビ
ジ

ネ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

ス
ペ

イ
ン

語
学

科
提

供
科

目

ビ
ジ

ネ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

フ
ラ

ン
ス

語
学

科
提

供
科

目

サ
ー

ビ
ス

・
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

ド
イ

ツ
語

学
科

提
供

科
目

サ
ー

ビ
ス

・
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

ブ
ラ

ジ
ル

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

学
科

提
供

科
目

サ
ー

ビ
ス

・
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

中
国

語
学

科
提

供
科

目

サ
ー

ビ
ス

・
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

日
本

語
学

科
提

供
科

目

公
共

政
策

研
究

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

イ
タ

リ
ア

語
学

科
提

供
科

目

公
共

政
策

研
究

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

ロ
シ

ア
語

学
科

提
供

科
目

公
共

政
策

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

自
由

選
択

に
算

入
す

る
科

目
区

分
（
必

要
単

位
を

超
え

た
場

合
）

公
共

政
策

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

専
門

科
目

（
選

択
必

修
）

生
活

・
環

境
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

専
門

科
目

（
選

択
）

生
活

・
環

境
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

全
学

共
通

科
目

生
活

・
環

境
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

生
活

・
環

境
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

情
報

・
メ

デ
ィ

ア
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

情
報

・
メ

デ
ィ

ア
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

情
報

・
メ

デ
ィ

ア
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

情
報

・
メ

デ
ィ

ア
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

教
育

研
究

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

教
育

研
究

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

教
育

研
究

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

教
育

研
究

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

言
語

教
育

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

言
語

教
育

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

言
語

教
育

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

言
語

教
育

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
ゼ

ミ
Ⅱ

3
2

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
ゼ

ミ
Ⅲ

4
2

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

国
際

教
養

ゼ
ミ
Ⅰ

3
2

国
際

教
養

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

国
際

教
養

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

国
際

教
養

ゼ
ミ
Ⅳ

4
2

⑮
外

国
語

学
部

学
部

共
通

科
目

（
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

）
の

授
業

科
目

と
単

位
は

次
表

の
と

お
り

と
す

る
。

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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別
表

１
－

２
　

国
際

貢
献

学
部

の
授

業
科

目
の

区
分

、
編

成
と

単
位

数

１
．

授
業

科
目

の
区

分
と

単
位

数

グ
ロ

ー
バ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
学

科
グ

ロ
ー

バ
ル

観
光

学
科

1
6

1
6

2
2

2
8

―
2
8

4
8

1
4

8
8

4
4

8
1
6

1
8

1
0

1
2
4

1
2
4

自
由

選
択

合
計

国
際

貢
献

学
部

学
部

基
幹

科
目

専
門

科
目

必
修

展
開

※

選
択

※

 　
卒

業
す

る
た

め
に

は
4
年

以
上

在
学

し
、

次
表

の
授

業
科

目
区

分
に

従
っ

て
単

位
を

修
得

し
、

合
計

1
2
4
単

位
以

上
を

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

表
中

の
自

由
選

択
に

つ
い

て
は

、
※

印
の

授
業

科
目

区
分

に
お

い
て

、
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
超

え
て

修
得

し
た

単
位

お
よ

び
国

際
貢

献
学

部
の

所
属

学
科

以
外

の
学

科
の

専
門

科
目

（
展

開
）
、

専
門

科
目

（
選

択
）
の

授
業

科
目

を
履

修
し

修
得

し
た

単
位

を
算

入
す

る
。

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
科

目

全
学

共
通

科
目

※

外
国

語
科

目

教
養

科
目
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２
.

授
業

科
目

の
編

成
と

単
位

数

学
部

基
幹

科
目

専
門

科
目

　
選

択

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

G
lo

b
al

 E
n
ga

ge
m

en
t

1
2

【
S
u
st

ai
n
ab

ili
ty

 a
n
d
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
p
er

at
io

n
領

域
】

【
D

ig
it
al

 T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
 a

n
d
 C

h
an

ge
 L

ea
d
er

sh
ip

領
域

】

In
tr

o
d
u
ct

o
ry

 S
em

in
ar

 A
1

2
E
xt

en
si

ve
 R

ea
d
in

g 
fo

r 
W

o
rl
d
 K

n
o
w
le

d
ge

1
2

P
re

se
n
ta

ti
o
n
 a

n
d
 D

ig
it
al

 S
to

ry
te

lli
n
g

1
2

D
ig

it
al

 L
it
er

ac
y

1
2

In
te

rn
at

io
n
al

 R
el

at
io

n
s

1
2

D
ig

it
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
1

2

G
lo

b
al

 E
n
ga

ge
m

en
t 

an
d
 P

ea
ce

1
2

G
en

d
er

 a
n
d
 S

o
ci

et
y

1
2

P
re

se
n
ta

ti
o
n
 D

es
ig

n
1

2

In
tr

o
d
u
ct

o
ry

 S
em

in
ar

 B
1

2
S
u
st

ai
n
ab

le
 D

ev
el

o
p
m

en
t

1
2

D
ig

it
al

 D
es

ig
n
 a

n
d
 P

u
b
lis

h
in

g
1

2

D
ig

it
al

 C
it
iz

en
sh

ip
 a

n
d
 E

n
ga

ge
m

en
t

1
2

G
lo

b
al

 D
ip

lo
m

ac
y 

S
im

u
la

ti
o
n

2
2

D
es

ig
n
 T

h
in

ki
n
g

2
2

C
o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t 

W
o
rk

sh
o
p
 A

2
2

C
o
n
fl
ic

t 
R
es

o
lu

ti
o
n

2
2

L
aw

 i
n
 t

h
e 

D
ig

it
al

 A
ge

2
2

C
o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t 

W
o
rk

sh
o
p
 B

2
2

E
n
er

gy
 S

ys
te

m
s 

an
d
 C

lim
at

e 
C

h
an

ge
2

2
G

en
d
er

 a
n
d
 L

ea
d
er

sh
ip

2
2

E
n
vi

ro
n
m

en
ta

l 
P
o
lic

y
2

2
Im

m
er

si
ve

 T
ec

h
n
o
lo

gy
 W

o
rk

sh
o
p

2
2

専
門

科
目

　
必

修
T

o
p
ic

s 
in

 S
u
st

ai
n
ab

il
it
y 

an
d
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
p
er

at
io

n
 A

2
2

T
o
p
ic

s 
in

 D
ig

it
al

 T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
 a

n
d
 L

ea
d
er

sh
ip

 A
2

2

In
te

rn
at

io
n
al

 O
rg

an
iz

at
io

n
s

2
2

V
id

eo
 P

ro
d
u
ct

io
n
 W

o
rk

sh
o
p

2
2

必
修

選
択

自
由

P
o
lit

ic
al

 P
h
ilo

so
p
h
y

2
2

C
re

at
iv

it
y 

an
d
 I
n
n
o
va

ti
o
n

2
2

M
o
d
el

 U
n
it
ed

 N
at

io
n
s

1
2

E
n
er

gy
 T

ra
n
si

ti
o
n
 f
o
r 

S
u
st

ai
n
ab

ili
ty

2
2

V
al

u
es

 B
as

ed
 L

ea
d
er

sh
ip

2
2

A
ca

d
em

ic
 W

ri
ti
n
g 

Ⅰ
1

2
U

rb
an

 P
o
lic

y
2

2
G

am
e,

 I
n
te

ra
ct

io
n
, 

an
d
 E

xp
er

ie
n
ce

 D
es

ig
n

2
2

G
lo

b
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 A

1
4

T
o
p
ic

s 
in

 S
u
st

ai
n
ab

il
it
y 

an
d
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
p
er

at
io

n
 B

2
2

K
yo

to
 V

id
eo

 G
am

e 
In

d
u
st

ry
3

2

In
tr

o
d
u
ct

io
n
 t

o
 E

co
n
o
m

ic
s

1
2

H
u
m

an
 M

ig
ra

ti
o
n
 a

n
d
 D

is
p
la

ce
m

en
t

3
2

F
u
tu

re
 T

ec
h
n
o
lo

gi
es

3
2

A
ca

d
em

ic
 W

ri
ti
n
g 

Ⅱ
1

2
S
ec

u
ri
ty

 S
tu

d
ie

s
3

2
T

o
p
ic

s 
in

 D
ig

it
al

 T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
 a

n
d
 L

ea
d
er

sh
ip

 B
3

2

G
lo

b
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 B

1
4

In
te

rn
at

io
n
al

 D
ev

el
o
p
m

en
t 

C
o
o
p
er

at
io

n
3

2
D

ig
it
al

 B
u
si

n
es

s 
S
tr

at
eg

y
3

2

S
ta

ti
st

ic
s

2
2

T
o
p
ic

s 
in

 S
u
st

ai
n
ab

il
it
y 

an
d
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
p
er

at
io

n
 C

3
2

B
ra

n
d
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
s

3
2

W
ri
ti
n
g 

fo
r 

R
es

ea
rc

h
2

2
Ja

p
an

-
U

S
 R

el
at

io
n
s

3
2

T
o
p
ic

s 
in

 D
ig

it
al

 T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
 a

n
d
 L

ea
d
er

sh
ip

 C
3

2

C
o
n
te

m
p
o
ra

ry
 G

lo
b
al

 H
is

to
ry

2
2

In
te

rn
at

io
n
al

 P
o
lit

ic
s 

an
d
 E

as
t 

A
si

a
3

2
【
共

通
】

In
te

rn
at

io
n
al

 H
u
m

an
 R

ig
h
ts

 a
n
d
 H

u
m

an
it
ar

ia
n
 L

aw
3

2
C

o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t

2
4

【
G

lo
b
al

 B
u
si

n
es

s 
an

d
 E

co
n
o
m

ic
s領

域
】

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

2
0

G
lo

b
al

 B
u
si

n
es

s 
M

an
ag

em
en

t
1

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

4
8

M
at

h
em

at
ic

s 
fo

r 
E
co

n
o
m

ic
s 

an
d
 B

u
si

n
es

s
1

2

F
in

an
ci

al
 A

cc
o
u
n
ti
n
g

1
2

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

B
u
si

n
es

s 
P
ra

ct
ic

u
m

1
2

C
o
rp

o
ra

te
 S

o
ci

al
 R

es
p
o
n
si

b
ili

ty
2

2
必

修
選

択
自

由

M
ar

ke
ti
n
g

2
2

G
lo

b
al

 S
tu

d
ie

s 
S
em

in
ar

 Ⅰ
3

2

M
ic

ro
ec

o
n
o
m

ic
s

2
2

G
lo

b
al

 S
tu

d
ie

s 
S
em

in
ar

 Ⅱ
3

2

T
o
p
ic

s 
in

 B
u
si

n
es

s 
an

d
 E

co
n
o
m

ic
s 

A
2

2
G

lo
b
al

 S
tu

d
ie

s 
S
em

in
ar

 Ⅲ
4

2

B
u
si

n
es

s 
F
in

an
ce

2
2

G
lo

b
al

 S
tu

d
ie

s 
S
em

in
ar

 Ⅳ
4

2

O
rg

an
iz

at
io

n
al

 M
an

ag
em

en
t

2
2

M
ac

ro
ec

o
n
o
m

ic
s

2
2

Ja
p
an

es
e 

C
o
m

p
an

ie
s 

an
d
 t

h
e 

G
lo

b
al

 B
u
si

n
es

s 
E
n
vi

ro
n
m

en
t

2
2

G
lo

b
al

 N
eg

o
ti
at

io
n

3
2

In
te

rn
at

io
n
al

 T
ra

d
e

3
2

T
o
p
ic

s 
in

 B
u
si

n
es

s 
an

d
 E

co
n
o
m

ic
s 

B
3

2

L
ab

o
r,

 M
an

ag
em

en
t 

an
d
 T

ec
h
n
o
lo

gy
3

2

E
co

n
o
m

ic
s 

o
f 
D

ev
el

o
p
m

en
t

3
2

T
o
p
ic

s 
in

 B
u
si

n
es

s 
an

d
 E

co
n
o
m

ic
s 

C
3

2

単
位

数
配

当
年

次
授

業
科

目
の

名
称

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

①
グ

ロ
ー

バ
ル

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

学
科

の
学

部
基

幹
科

目
、

専
門

科
目

（
必

修
・
選

択
）
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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学
部

基
幹

科
目

専
門

科
目

　
展

開

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

G
lo

b
al

 E
n
ga

ge
m

en
t

1
2

歴
史

学
1

2
【
日

本
語

を
母

語
と

す
る

学
生

用
】

In
tr

o
d
u
ct

o
ry

 S
em

in
ar

 A
1

2
地

理
学

1
2

B
as

ic
 E

n
gl

is
h
 f
o
r 

T
o
u
ri
sm

1
2

D
ig

it
al

 L
it
er

ac
y

1
2

観
光

学
B

1
2

R
ea

d
in

g 
fo

r 
T

o
u
ri
sm

1
2

G
lo

b
al

 E
n
ga

ge
m

en
t 

an
d
 P

ea
ce

1
2

社
会

情
報

学
1

2
B

u
si

n
es

s 
W

ri
ti
n
g 

fo
r 

T
o
u
ri
sm

2
2

In
tr

o
d
u
ct

o
ry

 S
em

in
ar

 B
1

2
文

化
人

類
学

1
2

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 S

ki
lls

 f
o
r 

T
o
u
ri
sm

2
2

D
ig

it
al

 C
it
iz

en
sh

ip
 a

n
d
 E

n
ga

ge
m

en
t

1
2

哲
学

1
2

【
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
用

】

C
o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t 

W
o
rk

sh
o
p
 A

2
2

京
都

文
化

特
論

Ⅰ
2

2
社

会
科

学
の

た
め

の
日

本
語

A
2

2

C
o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t 

W
o
rk

sh
o
p
 B

2
2

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

2
2

社
会

科
学

の
た

め
の

日
本

語
B

2
2

Im
m

er
si

ve
 T

ec
h
n
o
lo

gy
 W

o
rk

sh
o
p

2
2

社
会

科
学

の
た

め
の

日
本

語
C

3
2

専
門

科
目

　
必

修
京

都
文

化
特

論
Ⅱ

2
2

社
会

科
学

の
た

め
の

日
本

語
D

3
2

観
光

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

2
2

必
修

選
択

自
由

観
光

行
政

学
2

2
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

科
目

社
会

学
1

2
G

am
e,

 I
n
te

ra
ct

io
n
, 
an

d
 E

xp
er

ie
n
ce

 D
es

ig
n

2
2

デ
ー

タ
科

学
Ⅰ

1
2

京
都

実
地

踏
査

論
3

2
必

修
選

択
自

由

京
都

の
文

化
と

歴
史

Ⅰ
1

2
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

論
3

2
専

門
ゼ

ミ
Ⅰ

3
2

経
営

学
1

2
観

光
組

織
行

動
論

3
2

専
門

ゼ
ミ
Ⅱ

3
2

観
光

学
A

1
2

グ
ロ

ー
バ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
論

3
2

専
門

ゼ
ミ
Ⅲ

4
2

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

論
1

2
サ

ス
テ

ィ
ナ

ブ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
3

2
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

4
2

デ
ー

タ
科

学
Ⅱ

1
2

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

心
理

3
2

京
都

の
文

化
と

歴
史

Ⅱ
1

2
京

都
世

相
研

究
（
P
B

L
)

3
2

会
計

学
1

2
現

代
京

都
論

3
2

経
済

学
1

2
編

入
学

時
認

定
科

目
2

1
～

1
4

観
光

関
連

法
規

概
論

2
2

再
入

学
時

認
定

科
目

1
1
～

2
8

観
光

メ
デ

ィ
ア

概
論

2
2

観
光

経
営

概
論

2
2

専
門

科
目

　
選

択

行
動

科
学

2
2

必
修

選
択

自
由

公
共

政
策

論
2

2

国
際

貢
献

論
2

2

観
光

ま
ち

づ
く

り
論

2
2

旅
行

事
業

論
3

2

観
光

ま
ち

づ
く

り
実

践
（
P
B

L
）

3
2

ニ
ュ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
A

3
2

P
re

se
n
ta

ti
o
n
 S

ki
lls

 f
o
r 

T
o
u
ri
sm

3
2

宿
泊

事
業

論
3

2

ニ
ュ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
B

3
2

C
o
m

m
u
n
it
y 

E
n
ga

ge
m

en
t

2
4

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

4
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

1
4

単
位

数
配

当
年

次
授

業
科

目
の

名
称

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

②
グ

ロ
ー

バ
ル

観
光

学
科

の
学

部
基

幹
科

目
、

専
門

科
目

（
必

修
・
展

開
・
選

択
）
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

科
目

の
授

業
科

目
と

単
位

は
次

表
の

と
お

り
と

す
る

。

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
授

業
科

目
の

名
称

配
当

年
次

単
位

数
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③
全

学
共

通
科

目
の

授
業

科
目

と
単

位
は

次
表

の
と

お
り

と
す

る
。

外
国

語
科

目
教

養
科

目

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

英
語

Ⅰ
1

*
4

【
ビ

ジ
ネ

ス
・
キ

ャ
リ

ア
領

域
】

【
政

治
・
平

和
領

域
】

英
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

ベ
ー

シ
ッ

ク
1

2
国

際
関

係
論

入
門

1
2

英
語

Ⅲ
2

*
2

経
営

学
入

門
1

2
政

治
学

入
門

1
2

英
語

Ⅳ
3

*
2

経
済

学
入

門
1

2
法

学
入

門
1

2
ス

ペ
イ

ン
語

Ⅰ
1

*
4

会
計

学
入

門
1

2
日

本
国

憲
法

1
2

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

2
*
2

B
as

ic
 B

u
si

n
es

s 
A

d
m

in
is

tr
at

io
n

1
2

言
語

と
平

和
B

1
2

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ

1
*
4

B
as

ic
 E

co
n
o
m

ic
s

1
2

国
際

関
係

論
応

用
2

2
フ

ラ
ン

ス
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

A
2

2
政

治
学

応
用

2
2

ド
イ

ツ
語

Ⅰ
1

*
4

経
営

学
応

用
A

2
2

言
語

政
策

2
2

ド
イ

ツ
語

Ⅱ
2

*
2

経
済

学
応

用
2

2
国

際
連

合
論

2
2

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

Ⅰ
1

*
4

特
殊

研
究

B
（
企

業
か

ら
の

寄
付

講
座

）
2

2
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
2

2
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

Ⅱ
2

*
2

A
p
p
li
ed

 B
u
si

n
es

s 
A

d
m

in
is

tr
at

io
n

2
2

国
際

平
和

協
力

論
2

2
中

国
語

Ⅰ
1

*
4

A
p
p
li
ed

 E
co

n
o
m

ic
s

2
2

国
際

法
2

2
中

国
語

Ⅱ
2

*
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

B
2

2
平

和
・
安

全
保

障
論

2
2

イ
タ

リ
ア

語
Ⅰ

1
*
4

経
営

学
応

用
B

2
2

模
擬

国
連

会
議

（
P
B

L
）

2
2

イ
タ

リ
ア

語
Ⅱ

2
*
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

通
訳

特
論

Ⅰ
3

2
【
京

都
・
日

本
領

域
】

ロ
シ

ア
語

Ⅰ
1

*
4

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

通
訳

特
論

Ⅱ
（
英

語
）

3
2

京
都

文
化

論
A

1
2

ロ
シ

ア
語

Ⅱ
2

*
2

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ス

ペ
イ

ン
語

）
3

2
Ja

p
an

es
e 

G
eo

gr
ap

h
y

1
2

コ
リ

ア
語

Ⅰ
1

*
4

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

）
3

2
多

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

1
2

コ
リ

ア
語

Ⅱ
2

*
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

通
訳

特
論

Ⅱ
（
中

国
語

）
3

2
京

都
文

化
論

B
1

2
【
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
用

】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
通

訳
特

論
Ⅱ

（
ロ

シ
ア

語
）

3
2

Ja
p
an

es
e 

H
is

to
ry

 a
n
d
 C

u
lt
u
re

1
2

日
本

語
A

1
*
4

【
サ

イ
エ

ン
ス

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
領

域
】

比
較

文
化

論
2

2
日

本
語

B
1

*
4

環
境

論
A

1
2

京
都

の
伝

統
文

化
A

2
2

日
本

語
C

1
*
4

メ
デ

ィ
ア

論
1

2
C

u
rr

en
t 

K
yo

to
 a

n
d
 T

ra
d
it
io

n
2

2
日

本
語

D
1

*
4

情
報

技
術

の
実

践
1

2
Ja

p
an

es
e 

P
h
il
o
so

p
h
y

2
2

日
本

語
E

1
*
4

キ
ャ

リ
ア

の
た

め
の

数
学

入
門

1
2

Ja
p
an

 P
o
p
 C

u
lt
u
re

s
2

2
日

本
語

F
1

*
4

デ
ー

タ
科

学
入

門
1

2
も

っ
と

京
都

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
A

2
2

日
本

語
G

1
*
4

環
境

論
B

2
2

特
殊

研
究

C
（
地

域
連

携
研

究
）

2
2

日
本

語
H

1
*
4

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
論

2
2

京
都

の
伝

統
文

化
B

2
2

日
本

語
J

1
*
4

防
災

の
科

学
2

2
D

es
ti
n
at

io
n
 K

yo
to

2
2

数
的

理
解

2
2

R
el

ig
io

n
s 

in
 J

ap
an

2
2

デ
ー

タ
科

学
応

用
2

2
Ja

p
an

 s
ee

n
 t

h
ro

u
gh

 A
n
im

at
io

n
s

2
2

E
n
vi

ro
n
m

en
ta

l 
Is

su
es

2
2

も
っ

と
京

都
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
B

2
2

M
ed

ia
 i
n
 J

ap
an

2
2

【
国

際
社

会
領

域
】

eS
p
o
rt

s 
F
u
n
d
am

en
ta

ls
2

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
A

-
1
（
日

本
、

ア
ジ

ア
、

ア
フ

リ
カ

、
オ

セ
ア

ニ
ア

）
1

2
A

d
va

n
ce

d
 T

o
p
ic

s 
in

 E
m

er
gi

n
g 

T
ec

h
n
o
lo

gy
3

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
A

-
2
（
日

本
、

ア
ジ

ア
、

ア
フ

リ
カ

、
オ

セ
ア

ニ
ア

）
1

2
【
教

育
領

域
】

特
殊

研
究

A
（
異

文
化

理
解

研
究

）
1

2
生

涯
学

習
概

論
1

2
世

界
の

歴
史

と
文

化
B

-
1
（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
南

北
ア

メ
リ
カ

）
2

2
多

文
化

理
解

と
人

権
1

2
特

殊
研

究
D

（
グ

ロ
ー

バ
ル

研
究

）
2

2
人

権
と

教
育

1
2

In
te

rc
u
lt
u
ra

l 
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 P

ra
ct

ic
e 

A
2

2
青

少
年

の
行

動
と

心
理

1
2

世
界

の
歴

史
と

文
化

B
-
2
（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
南

北
ア

メ
リ
カ

）
2

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
心

理
2

2
世

界
文

化
と

多
様

性
2

2
コ

ー
チ

ン
グ

の
理

論
2

2
In

te
rc

u
lt
u
ra

l 
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 P

ra
ct

ic
e 

B
2

2
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

概
論

2
2

臨
床

心
理

学
2

2
コ

ー
チ

ン
グ

の
実

践
2

2
教

育
の

課
題

2
2

*
上

表
の

言
語

の
う

ち
、

グ
ロ

ー
バ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
学

科
生

は
「
英

語
」
お

よ
び

母
語

以
外

の
言

語
を

選
択

し
、

ま
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

観
光

学
科

生
は

母
語

以
外

の
言

語
を

選
択

し
、

１
年

次
配

当
の

４
単

位
を

修
得

す
る

。
た

だ
し

、
「
日

本
語

」
に

つ
い

て
は

、
「
日

本
語

を
母

語
と

し
な

い
学

生
」
を

履
修

の
対

象
と

す
る

。

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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④
自

由
選

択
の

授
業

科
目

と
単

位
は

次
表

の
と

お
り

と
す

る
。

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

【
言

語
領

域
】

日
本

語
の

ス
キ

ル
E

2
2

言
語

の
仕

組
み

1
2

日
本

語
の

ス
キ

ル
F

2
2

グ
ロ

ー
バ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
学

科
提

供
科

目

日
本

語
学

入
門

A
1

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

G
2

2
グ

ロ
ー

バ
ル

観
光

学
科

提
供

科
目

日
本

語
教

育
入

門
A

1
2

日
本

語
の

ス
キ

ル
H

2
2

言
語

の
成

り
立

ち
1

2
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

A
2

2
専

門
科

目
（
選

択
）

音
声

学
入

門
1

2
日

本
語

能
力

試
験

N
1
対

策
A

2
2

専
門

科
目

（
展

開
）

日
本

語
学

入
門

B
1

2
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

B
2

2
全

学
共

通
科

目

日
本

語
教

育
入

門
B

1
2

日
本

語
能

力
試

験
N

1
対

策
B

2
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
S
）
A

2
2

【
人

文
領

域
】

2
言

語
同

時
学

習
（
E
F
）
A

2
2

現
代

社
会

の
見

方
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
G

）
A

2
2

地
理

学
入

門
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
P
）
A

2
2

現
代

文
化

論
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
C

）
A

2
2

宗
教

学
入

門
1

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
I）

A
2

2
哲

学
A

2
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
R
）
A

2
2

美
学

芸
術

学
2

2
ア

ラ
ビ

ア
語

Ⅰ
2

2
考

古
学

2
2

イ
ン

ド
語

Ⅰ
2

2
人

類
学

2
2

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
Ⅰ

2
2

哲
学

B
2

2
オ

ラ
ン

ダ
語

Ⅰ
2

2
倫

理
学

2
2

ギ
リ

シ
ア

語
Ⅰ

2
2

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（
P
B

L
)

2
2

ス
ワ

ヒ
リ

語
Ⅰ

2
2

美
術

史
2

2
タ

イ
語

Ⅰ
2

2
【
ス

ポ
ー

ツ
領

域
】

ト
ル

コ
語

Ⅰ
2

2
健

康
科

学
の

実
践

と
理

論
1

2
ベ

ト
ナ

ム
語

Ⅰ
2

2
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
ポ

ー
ツ

A
2

2
ラ

テ
ン

語
Ⅰ

2
2

ス
ポ

ー
ツ

と
国

際
交

流
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

A
2

2
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
ポ

ー
ツ

B
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

B
2

2
ス

ポ
ー

ツ
政

策
2

2
日

本
語

の
ス

キ
ル

C
2

2
ス

ポ
ー

ツ
と

ま
ち

づ
く

り
（
P
B

L
)

3
2

日
本

語
の

ス
キ

ル
D

2
2

シ
ー

ズ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
2

日
英

対
照

言
語

学
2

2
【
共

通
】

日
中

対
照

言
語

学
2

2
科

目
等

履
修

科
目

1
1
～

1
2

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

の
言

語
形

成
2

2
国

内
・
海

外
留

学
認

定
科

目
1

1
～

4
8

2
言

語
同

時
学

習
（
E
S
）
B

2
2

編
入

学
時

認
定

科
目

2
1
～

2
8

2
言

語
同

時
学

習
（
E
F
）
B

2
2

短
期

留
学

1
1
～

4
2
言

語
同

時
学

習
（
E
G

）
B

2
2

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

1
～

4
2
言

語
同

時
学

習
（
E
P
）
B

2
2

E
-
L
ea

rn
in

g 
(T

u
to

ri
al

 S
tu

d
ie

s)
1

1
2
言

語
同

時
学

習
（
E
C

）
B

2
2

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
科

目
2

1
～

1
2

2
言

語
同

時
学

習
（
E
I）

B
2

2
教

育
支

援
活

動
2

1
～

2
2
言

語
同

時
学

習
（
E
R
）
B

2
2

外
国

語
技

能
検

定
試

験
（
専

攻
語

以
外

）
4

2
ア

ラ
ビ

ア
語

Ⅱ
2

2
情

報
処

理
検

定
試

験
4

2
イ

ン
ド

語
Ⅱ

2
2

世
界

一
周

!異
文

化
体

験
の

ス
ス

メ
1

2
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

Ⅱ
2

2
再

入
学

時
認

定
科

目
1

1
～

2
8

オ
ラ

ン
ダ

語
Ⅱ

2
2

ギ
リ

シ
ア

語
Ⅱ

2
2

ス
ワ

ヒ
リ

語
Ⅱ

2
2

タ
イ

語
Ⅱ

2
2

ト
ル

コ
語

Ⅱ
2

2
ベ

ト
ナ

ム
語

Ⅱ
2

2
ラ

テ
ン

語
Ⅱ

2
2

自
由

選
択

に
算

入
す

る
科

目
区

分
（
必

要
単

位
を

超
え

た
場

合
）

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

国
際

貢
献

学
部

の
所

属
学

科
以

外
の

学
科

の
専

門
科

目
（
選

択
）
、

専
門

科
目

（
展

開
）

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数

授
業

科
目

の
名

称
配

当
年

次
単

位
数
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　教育職員免許状を取得しようとする者は、学士学位を有するとともに、次の授業科目を修得しなければならない。

単位
必修

教育原理 1～3 2

教師論 1～3 2

学校教育心理学 1～3 2

特別な教育的ニーズの理解と支援 1～3 1

教育行政学 2・3 2

教育課程論 2・3 2

道徳の理論と指導 2・3 2 中一種のみ

特別活動及び総合的な学習の時間の指
導法

2・3 2

教育の方法及び技術 2・3 2

教育とICT活用 2・3 1

生徒指導・進路指導論 2・3 2

教育相談 2・3 2

教育実習１ 4 2 中一種のみ

教育実習２ 4 2

教育実習指導 4 1

教職実践演習（中・高） 4 2

29

25高等学校教諭一種免許状
必要単位数

備考

中学校教諭一種免許状

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

教育の基礎的理解に関する
科目

教育実践に関する科目

別表２　教職課程

配当
年次

教育職員免許法施行
規則に定める科目

本学における授業科目

１）教育の基礎的理解に関する科目等
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免許教科　外国語（英語） 
単位
必修

英語学・英語教育入門 1 2

英語音声学・音韻論 2 2

英語意味論・語用論 2 2

英語圏文学と芸術Ａ 2 2

英語圏文学と芸術Ｂ 2 2

オーラル・コミュニケーションⅢ 2 2

オーラル・コミュニケーションⅣ 2 2

英語圏比較文化入門 1 2

英語圏地域概説Ａ　 2 2

英語圏地域概説Ｂ　 2 2

英語教育法Ａ 2 2

英語教育法Ｂ 2 2

英語教育法Ｃ 3 2

英語教育法Ｄ 3 2

中学校教諭一種免許状 28

高等学校教諭一種免許状 24

免許教科　外国語（スペイン語）

単位

必修

スペイン語文法Ⅱ 2 4

スペイン語学入門 2 2

スペイン語文学 スペイン語圏文学入門 2 2

コミュニケーション・スペイン語Ａ 3 4

コミュニケーション・スペイン語Ｂ 3 4

スペイン語圏の基礎知識Ａ 1 2

スペイン語圏の基礎知識Ｂ 1 2

スペイン語教育法Ａ 3 2

スペイン語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

スペイン語
コミュニケーション

異文化理解

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次

備考

スペイン語学

必要単位数

配当
年次

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

英語教育法Ｃ及び英
語教育法Ｄは、中学
校教諭一種免許状の
み必修

英語学

英語文学

英語
コミュニケーション

異文化理解

２）教科及び教科の指導法に関する科目

次表の本学における授業科目を取得しようとする免許状の種類に応じて、それぞれの単位を取得しなければなら
ない。

備考
施行規則に
定める科目

本学における授業科目
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免許教科　外国語（フランス語）

単位
必修

フランス語文法Ⅱ 2 4

フランス語学の基礎知識 2 2

フランス語文学 フランス文学の基礎知識 2 2

フランス語スピーキング・ライティングＡ 3 4

フランス語スピーキング・ライティングＢ 3 4

フランスの基礎知識Ａ 1 2

フランスの基礎知識Ｂ 1 2

フランス語教育法Ａ 3 2

フランス語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

免許教科　外国語（ドイツ語）

単位

必修

ドイツ語文法Ⅱ 2 4

ドイツ語学概論 2 2

ドイツ語文学 ドイツ語圏の文学 1 2

ドイツ語コミュニケーションＡ 3 2

ドイツ語コミュニケーションＢ 3 2

ドイツ語ライティングＡ 3 2

ドイツ語ライティングＢ 3 2

世界の中の日本とドイツ語圏 1 2

ドイツ語圏の基礎知識 1 2

ドイツ語教育法Ａ 3 2

ドイツ語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

配当
年次

備考

フランス語学

ドイツ語学

ドイツ語
コミュニケーション

フランス語
コミュニケーション

異文化理解

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

施行規則に
定める科目

本学における授業科目

異文化理解

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

備考
配当
年次

本学における授業科目
施行規則に
定める科目
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免許教科　外国語（ポルトガル語）

単位

必修

ポルトガル語圏語学の基礎 1 2

ポルトガル語圏語学入門Ａ 2 2

ポルトガル語圏語学入門Ｂ 2 2

ポルトガル語圏文学の基礎 1 2

ポルトガル語圏文学入門Ａ 2 2

ポルトガル語圏文学入門Ｂ 2 2

上級ポルトガル語コミュニケーションＡ 3 2

上級ポルトガル語コミュニケーションＢ 3 2

ポルトガル語圏文化の基礎 1 2

ポルトガル語圏社会の基礎 1 2

ポルトガル語教育法Ａ 3 2

ポルトガル語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

免許教科　外国語（中国語）

単位

必修

中国語学概論Ａ 2 2

中国語学概論Ｂ　 2 2

中国語文学 中国文学への招待 2 2

中国語リサーチプレゼンＡ 3 2

中国語リサーチプレゼンＢ 3 2

中国語リサーチプレゼンＣ 3 2

中国語リサーチプレゼンＤ 3 2

世界の中の日本と中国Ａ 1 2

世界の中の日本と中国Ｂ 1 2

中国の伝統と歴史 2 2

中国語教育法Ａ 3 2

中国語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

中国語
コミュニケーション

異文化理解

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次

備考

中国語学

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

ポルトガル語学

ポルトガル語文学

ポルトガル語
コミュニケーション

異文化理解

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次

備考
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免許教科　国語

単位

必修

日本語学の基礎知識Ａ 1 2

日本語学の基礎知識Ｂ 1 2

日本語音声学概論 1 2

日本語表記法 2 2

日本近代文学Ａ 2 2

日本近代文学Ｂ 2 2

日本文学史Ａ 2 2

日本文学史Ｂ 2 2

漢文学Ａ 1 2

漢文学Ｂ 1 2

書道Ａ 1 2 中一種のみ

書道Ｂ 2 2 中一種のみ

国語教育法Ａ 2 2

国語教育法Ｂ 2 2

国語教育法Ｃ 3 2

国語教育法Ｄ 3 2

中学校教諭一種免許状 32

高等学校教諭一種免許状 24

免許教科　外国語（イタリア語）

単位

必修

イタリア語学 イタリア語中級文法 2 4

イタリア語文学 イタリア文学概論 3 2

イタリア語コミュニケーションＡ 3 4

イタリア語コミュニケーションＢ 3 4

イタリア語圏の基礎知識 1 2

日伊比較文化 1 2

イタリア地域比較概論 2 2

イタリア語教育法Ａ 3 2

イタリア語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

イタリア語
コミュニケーション

異文化理解

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

漢文学

書道
（書写を中心とする。）

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

国語教育法Ｃ及び国
語教育法Ｄは、中学
校教諭一種免許状の
み必修

必要単位数

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次

備考

国文学
（国文学史を含む。）

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次

備考

国語学
（音声言語学及び文章
 表現に関するものを含

む。）
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免許教科　外国語（ロシア語）

単位

必修

ロシア語学概論Ａ 2 2

ロシア語学概論Ｂ 2 2

ロシア語圏の文学と芸術Ａ 2 2

ロシア語圏の文学と芸術Ｂ 3 2

ロシア語コミュニケーションＡ 3 4

ロシア語コミュニケーションＢ 3 4

ロシア語圏の基礎知識Ａ 1 2

ロシア語圏の基礎知識Ｂ 1 2

ロシア語教育法Ａ 3 2

ロシア語教育法Ｂ 3 2

必要単位数 高等学校教諭一種免許状 24

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を

含む)

備考

ロシア語学

ロシア語文学

ロシア語
コミュニケーション

異文化理解

施行規則に
定める科目

本学における授業科目
配当
年次
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道徳の理論と指導 2・3 2

人権と教育 1 2

多文化理解と人権 1 2

教育の課題 2 2

コミュニケーションの心理 2 2

臨床心理学 2 2

青少年の行動と心理 1 2

グローバル化とジェンダー 2 2

コーチングの理論 2 2

学校経営と学校図書館 3 2

学校図書館メディアの構成 2 2

学習指導と学校図書館 3 2 　学校図書館司書教諭課程科目

読書と豊かな人間性 3 2

情報メディアの活用 2 2

４単位

12単位

必修 選択

日本国憲法 1 2

体　　　育 1 2

1 4

1 4

1 4

1 4

1 4 　1科目選択必修

1 4

1 4

1 4

1 4

 情報機器の操作 1 2

備考

スペイン語Ⅰ

英語Ⅰ

健康科学の実践と理論

日本国憲法

本学における授業科目

中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

施行規則に定める科目

配当
年次

単位

必要単位数

3)大学が独自に設定する科目

本学における授業科目

次表の本学における授業科目のうち、中学校教諭一種免許状の取得については、「道徳の理論と指導」を含む４単
位以上、高等学校教諭一種免許状については12単位以上を修得しなければならない。

10

４）教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

単位
配当年次 備考

外国語
コミュニケーション

必要単位数

情報技術の実践

コリア語Ⅰ

ロシア語Ⅰ

イタリア語Ⅰ

中国語Ⅰ

ポルトガル語Ⅰ
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別表３　図書館司書課程及び学校図書館司書教諭課程の科目

１）図書館司書課程科目

本学における授業科目
配当
年次

単位 備考

生涯学習概論 2 生涯学習概論 1 2

図書館概論 2 図書館概論 2 2

図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2 2

図書館情報技術論 2 図書館情報技術論 1 2

図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2 2

情報サービス論 2 情報サービス論 2 2

児童サービス論 2 児童サービス論 3 2

情報サービス演習 2 情報サービス演習 2 2

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2 2

情報資源組織論 2 情報資源組織論 3 2

情報資源組織演習 2 情報資源組織演習 3 2

図書館基礎特論 1 図書館基礎特論 2 2

図書館サービス特論 1 図書館サービス特論 3 2

図書館施設論 1 図書館施設論 2 2

図書・図書館史 1 図書・図書館史 3 2

合計 24 必要単位数 26

２）学校図書館司書教諭課程の科目

本学における授業科目
配当
年次

単位 備考

学校経営と学校図書館 2 学校経営と学校図書館 3 2

学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 2 2

学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 3 2

読書と豊かな人間性 2 読書と豊かな人間性 3 2

情報メディアの活用 2 情報メディアの活用 2 2

合  計 10 必要単位数 10

図書館法施行規則に定める科目・単位

学校図書館司書教諭講習規程に定める
科目・単位

必
修
科
目

図書館司書の資格を取得しようとするものは、学士の学位を有するとともに、次表の本学における授業科目のうち、必修科目
を22単位、選択科目は2科目以上選択し4単位以上を修得し、合計で26単位以上を修得しなければならない。

２科目４単位以上を修得

甲
群

（
必
修
科
目

）

乙
群

（
選
択
科
目

）

学校図書館司書教諭の資格を取得しようとする者は、学士の学位を有し、かつ教育職員免許状を有するとともに、次表の本学
における授業科目を10単位修得しなければならない。
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【外国語学部・国際貢献学部】

本学における授業科目
配当
年次

単位 備考

生涯学習概論 2 生涯学習概論 1 2

博物館概論 2 博物館概論 1 2

博物館経営論 2 博物館経営論 3 2

博物館資料論 2 博物館資料論 2 2

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 3 2

博物館展示論 2 博物館展示論 2 2

博物館教育論 2 博物館教育論 2 2

博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 3 2

博物館実習Ⅰ 2 2

博物館実習Ⅱ 3 1

博物館実習Ⅲ 3 1

京都文化論A 1 2

京都文化論Ｂ 1 2

京都の伝統文化A 2 2

京都の伝統文化Ｂ 2 2

考古学 2 2

人類学 2 2

ミュージアムマネジメント(PBL) 2 2

美術史 2 2

19 必要単位数 28

別表４　博物館学芸員課程

3

必
修
科
目

博物館実習

合計

 博物館学芸員課程の資格を取得しようとするものは、学士の学位を有するとともに、次表の本学における授業科目のうち、必
修科目を20単位、選択科目から４科目８単位以上を履修し合計で28単位以上を修得しなければならない。

8科目から4科目8単位
以上を選択

図書館法施行規則に定める科目・単位

選
択
科
目
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別表５　日本語教員養成課程

【外国語学部日本語学科】

本学における授業科目
配当
年次

単位 備考

日本語教育の基礎知識Ａ 1 2

日本語教育の基礎知識Ｂ 1 2

日本語学の基礎知識Ａ 1 2

日本語学の基礎知識Ｂ 1 2

日本語音声表現法 1 2

日本語教育実習入門Ⅰ 1 2

言語学概論Ａ 2 2

言語学概論Ｂ 2 2

日本語教育文法Ａ 2 2

社会言語学 2 2

日本語教授法 2 2

第二言語習得論 2 2

日本語教育と異文化理解Ａ 3 2

日本語教育と異文化理解Ｂ 3 2

日本語学特論Ｂ 3 2

日本語教育の心理学 3 2

日本語教育とICT 3 2

実践研修 日本語教育実習 4 2

合計 36

養成課程

　登録日本語教員の資格取得に係る日本語教員試験の基礎試験の免除資格及び実践研修の
修了資格を得ようとする者は、次表の本学における授業科目を36単位修得しなければならない。
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